
［令和８年度］第１学年 理科年間指導計画 

【単元 1】第 1章 生物の観察と分類のしかた （教科書 p.13～26） 

章の目標 

章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 
主体的に学習に取り組む態度

（態） 

・いろいろな生物の共通点と相違点に着目しながら、生物の観察と分類のしかたについて理解する

とともに、それらの観察、実験などに関する技能を身につける。（知識・技能） 

・身近な生物についての観察、実験などを通して、いろいろな生物の共通点や相違点を見いだすと

ともに、生物を分類するための観点や基準を見いだして表現する。（思考・判断・表現） 

・生物の観察と分類のしかたに関する事物・現象に進んでかかわり、科学的に探究しようとする態

度と、生命を尊重し、自然環境の保全に寄与する態度を養うとともに、自然を総合的に見ること

ができるようにする。（主体的に学習に取り組む態度） 

いろいろな生物の共通点と相違

点に着目しながら、生物の観察

と分類のしかたについての基本

的な概念や原理・法則などを理

解しているとともに、科学的に

探究するために必要な観察、実

験などに関する基本操作や記録

などの基本的な技能を身につけ

ている。 

生物の観察と分類のしかたに

ついての観察、実験などを通

して、いろいろな生物の共通

点や相違点を見いだすととも

に、生物を分類するための観

点や基準を見いだして表現し

ているなど、科学的に探究し

ている。 

生物の観察と分類のしかたに関

する事物・現象に進んでかかわ

り、見通しをもったりふり返っ

たりするなど、科学的に探究し

ようとしている。 

 

重点…重点的に生徒の学習状況を見取る観点 

記録…記録に残す評価 

時
数 

主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 
努力を要する生徒への 

指導の手立て 

1 

・「Before & After」これまでに学んだことや生活経験をもとに

自分の考えを記述し、話し合う。 

 第 1 節 生物の観察  

・「レッツ スタート！」身近な環境にはどのような生物がいる

か、どこをどのように観察するとよいかを話し合う。 

・「？課題」どのような特徴に注目して、どのような方法で生物

を観察すればよいだろうか。 

13～16 思 〇 

身近なところや自然のなかにた

くさんの生物がいることに気づ

き、たくさんの生物はどのよう

に分類できるか自分の考えをも

っている。 

［発言分析・記述分析］ 

身近なところや自然のなかに

たくさんの生物がいることに

気づき、たくさんの生物はど

のように分類できるかについ

て自分の考えを表現してい

る。 

考えたことを発表させ、生物は

どのように分類できるか、ほか

の生徒の気づいたことの発表を

聞くよう助言・指導する。その

後、問いかけを再度考えること

で、自分の考えを記述するよう

助言・指導する。 

2 

【観察 1】 身近な生物の観察 

・観察1を行い、観察する場所の地図とルーペを持って、野外観察

に出かけ、アブラナやタンポポなどさまざまな生物をさがす。 

・「基礎操作」ルーペの使い方を確認する。 

・観察の視点（色、大きさ、形、場所など）を考えながら、生物

や、生物を発見した場所の環境を記録する。 

17 知 〇 

ルーペを正しく使いながら、野

外での生物観察を行い、いくつ

かの観察の視点を考えながら、

生物や、生物を発見した場所の

環境を記録している。 

［行動観察・記述分析］ 

ルーペを正しく使うことがで

き、色、大きさ、形、場所な

どの複数の観察の視点を考え

ながら、生物や、生物を発見

した場所の環境について適切

に記録している。 

生物の色、大きさ、形、生物を

発見した場所の環境について、

観察の視点をいくつか提示する。 

その後、再度観察にとり組ませ、

いくつかの視点を記入用紙に記録

するよう助言・指導する。 

3 

・「基礎操作」スケッチのしかたを確認する。 

・「基礎操作」双眼実体顕微鏡の使い方を確認する。見つけた生

物を理科室にもち帰り、さらに観察する。 

・観察した生物のスケッチを行い、p.20 図 1「生物カードの例」

を参考にして生物カードを作成する。 

18～20 思 〇 

双眼実体顕微鏡を正しく使いな

がら、見つけた生物をくわしく

観察してスケッチを行い、生物

カードを作成して観察結果を記

録している。 

［行動観察・記述分析］ 

双眼実体顕微鏡を正しく使う

ことができ、見つけた生物に

ついて、「生物カードの例」

を参考にして、スケッチや文

章で正しく記録している。 

「基礎操作」の双眼実体顕微鏡の

使い方とスケッチのしかたを確

認するよう助言・指導する。ま

た、ほかの生徒の生物カード作

成例を参考にさせ、考えを共有

することで、正しく観察と記録

ができるよう助言・指導する。 



1 

 

 

時
数 

主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 
努力を要する生徒への 

指導の手立て 

4 

・ p.4「発表のしかた」の説明を聞き、理解する。 

・「発表しよう」完成した生物カードの記録をもとに、まとめた

内容を発表し合い、さらに生物カードに追加したいことを考え

る。 

・ほかの班の発表結果から、校舎の周辺には多様な生物がいるこ

とや、生物の特徴を見るときには多様な視点があることに気づ

く。 

・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

・学校以外の鮮魚店や青果店、スーパーマーケットなどで生物を

さがし、観察して記録する。 

20～21 

知  

これまでに学習した生物の観察

のしかたを理解し、双眼実体顕

微鏡や顕微鏡を正しく使用して

いる。 

［行動観察・記述分析］ 

校舎の周辺には多様な生物が

いることや、生物の特徴を見

るときには多様な視点がある

ことを理解し、双眼実体顕微

鏡や顕微鏡を正しく使用して

いる。 

これまでに学習した生物の観察

のしかたを確認するよう助言・

指導する。 

態 〇 

生物をさがして記録する活動に

ねばり強くとり組み、進んでか

かわろうとしている。 

［行動観察・記述分析］ 

新たに生物を観察して生物カ

ードを作成したり、生物カー

ドに追加で記入したりしてい

る。 

何を観察していいかわからない

場合や、カードに記入すること

がわからない場合は、ほかの生

徒の生物カード作成例を参考に

させ、考えを共有することで、

適切に生物の観察と記録ができ

るよう助言・指導する。 

5 

 第 2 節 生物の特徴と分類  

・「レッツ スタート！」これまでに作成した生物カードを並

べ、似た特徴をもつものでグループをつくる。 

・p.22 図 2 食器の分類の例を見ながら、分類について理解する。 

・「？課題」生物を分類するとき、どのような特徴に注目して分

類することができるだろうか。 

【実習 1】 さまざまな生物の分類 

・実習 1 を行い、生物カードのさまざまな生物を、話し合いなが

ら分類する。 

・分類する際に、生物を分ける基準として、生物の特徴の共通点

や相違点を考える。 

・分類した結果を、チャート図やベン図などに表現する。 

・ほかの特徴を用いて、別の分類のしかたができるか考える。 

22～23 思 〇 

生物を分類する基準となるよう

な生物の特徴の共通点や相違点

を考え、ある基準をもとにし

て、生物カードの生物を分類

し、分類した結果を、チャート

図やベン図などに表現してい

る。 

［発言分析・記述分析］ 

生物の特徴の共通点や相違点

を基準にして生物カードにあ

るさまざまな生物を分類し、

分類した結果を、チャート図

やベン図などに適切に表現し

ている。 

これまでの学習をふり返り、分

類の基準となるような生物の特

徴の共通点や相違点に注目でき

るように助言する。また、ほか

の生徒の分類した結果を参考に

して、別の基準で分類するよう

うながし、生物カードを分類で

きるように助言・指導する。 

6 

・分類した結果と、何を基準にしてグループ分けしたのか発表す

る。 

・ほかの班の分類の結果を聞き、生物のさまざまな特徴が基準に

なることを理解する。 

・「考察しよう」実習でつくったグループをさらに分類できるか

考える。 

・特徴の中に、分類する基準がいくつかあることを理解する。 

・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

・「学んだことをチェックしよう」各節で学んだことを確認す

る。 

・「学びを生活や社会に広げよう」各節で学んだことを確認し、

生活や社会とのつながりを考える。 

・「Before & After」この章で学んだことをもとに自分の考えを

ノートに記述し、話し合う。 

24～26 態  

分類結果をもとに、生物のさま

ざまな特徴が基準になること

や、特徴の中に分類する基準が

いくつかあることを見いだし、

ほかの生徒と協力しながら、ね

ばり強く課題を解決しようとし

ている。 

［発言分析・行動観察］ 

分類した結果や基準について

自分の考えを説明できるとと

もに、分類した結果にさらに

ほかの生物を加えて分類する

活動にねばり強くとり組もう

としている。 

生物のさまざまな特徴が基準に

なることや、特徴の中に分類す

るための基準がいくつかあるこ

とを確認するよう助言・指導す

る。ほかの生徒が分類した結果

を見ながら、再度活動を行わせ

ることで、生物をさらに分類す

ることができるよう助言・指導

する。 



2 

 

 

【単元 1】第 2章 植物の分類 （教科書 p.27～44） 

章の目標 

章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 
主体的に学習に取り組む態度

（態） 

・いろいろな生物の共通点と相違点に着目しながら、植物のからだの共通点と相違点を理解すると

ともに、それらの観察、実験などに関する技能を身につける。（知識・技能） 

・身近な植物についての観察、実験などを通して、いろいろな植物の共通点や相違点を見いだすと

ともに、植物を分類するための観点や基準を見いだして表現する。（思考・判断・表現） 

・植物のからだの共通点と相違点に関する事物・現象に進んでかかわり、科学的に探究しようとす

る態度と、生命を尊重し、自然環境の保全に寄与する態度を養うとともに、自然を総合的に見る

ことができるようにする。（主体的に学習に取り組む態度） 

いろいろな生物の共通点と相違

点に着目しながら、植物のから

だの共通点と相違点についての

基本的な概念や原理・法則など

を理解しているとともに、科学

的に探究するために必要な観

察、実験などに関する基本操作

や記録などの基本的な技能を身

につけている。 

植物のからだの共通点と相違

点についての観察、実験など

を通して、いろいろな植物の

共通点や相違点を見いだすと

ともに、植物を分類するため

の観点や基準を見いだして表

現しているなど、科学的に探

究している。 

植物のからだの共通点と相違点

に関する事物・現象に進んでか

かわり、見通しをもったりふり

返ったりするなど、科学的に探

究しようとしている。 

 

重点…重点的に生徒の学習状況を見取る観点 

記録…記録に残す評価 

時
数 

主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 
努力を要する生徒への 

指導の手立て 

1 

・「Before & After」これまでに学んだことや生活経験をもとに

自分の考えを記述し、話し合う。 

 第 1 節 花のつくり  

・「？課題」花のつくりには、どのような共通点があるだろう

か。 

・「調べ方を考えよう」どのようにして花を観察すると、花のつ

くりの共通点を調べることができるのか考える。 

27～28 思  

植物を分類するときに花に注目

することを見いだし、花のつく

りの共通点を調べるための観察

方法について考え、表現してい

る。 

［発言分析・行動観察］ 

植物の分類方法について考

え、花の共通点を調べるため

の観察方法について、ほかの

生徒と意見を出し合い、適切

に調べる方法を考え、表現し

ている。 

花のつくりの共通点を調べるた

めには、植物のどこをどのよう

に観察すればよいのか考えるよ 

う助言・指導する。 

2 

【観察 2】 植物の花のつくり 

・観察 2 を行い、アブラナ、フジ、ツツジ、タンポポなどの花を

観察した後、外側から順に花を分解して整理し、めしべのふく

らみをルーペや双眼実体顕微鏡で観察する。 

・さまざまな植物の花について各部分の形や並び方、数を比べ

る。 

・さまざまな植物の花の共通点や相違点について考える。 

29～30 思 ○ 

ルーペや双眼実体顕微鏡を正し

く使いながら、花のつくりを観

察することを通して、どの花に

も共通するつくりや、花によっ

て異なるつくりについて、レポ

ートに表現している。 

［行動観察・記述分析］ 

花をがく、花弁、おしべ、め

しべの順に適切に分解し、ど

の花にも共通するつくりや、

花によって異なるつくりにつ

いて、スケッチと文章で適切

にレポートに表現している。 

花のつくりを確認しながら、適

切に分解して整理した例を見

せ、花のつくりを適切に観察で

きるよう助言・指導する。 

3 

・各自のレポートをもとに、さまざまな花のつくりの共通点や相

違点を発表する。 

・めしべのふくらみを「子房」、子房の中の小さな粒を「胚珠」

といい、子房が成長して果実になり、胚珠が成長して種子にな

ることを理解する。 

・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 

・「学びをいかして考えよう」写真を見て、食用にされている植

物はどの部分を食べているのか考える。 

31～33 知  

花の観察結果をもとに、子房が

成長して果実になり、胚珠が成

長して種子になることを見いだ

している。 

［発言分析・ペーパーテスト察］ 

花の観察結果をもとに、子房

が成長して果実になり、胚珠

が成長して種子になることを

見いだしている。 

被子植物では、子房が成長して

果実になり、胚珠が成長して種

子になることを p.33 図 3などで

確認し、花のつくりを理解する

ことができるよう助言・指導す

る。 



3 

 

 

時
数 

主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 
努力を要する生徒への 

指導の手立て 

4 

 第 2 節 果実をつくらない花  

・p.34図 2を見て、マツの花はアブラナやフジの花と比べてどの

ような特徴があるか考える。 

・「？課題」果実をつくらない植物の花は、果実をつくる花とど

のような共通点や相違点があるだろうか。 

・「調べよう」マツの花のつくりを調べる。 

・種子をつくるが子房がない植物を「裸子植物」ということを理

解する。 

・アブラナやツツジのように子房の中に胚珠がある植物を「被子

植物」ということを理解する。 

・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 

34～35 知 ○ 

種子植物には被子植物と裸子植

物があることを理解し、これま

で観察した被子植物と裸子植物

の共通点や相違点について考察

したことを表現している。 

［行動観察・記述分析］ 

種子をつくるが子房がない植

物のことを裸子植物とよぶこ

とと、これまで観察した被子

植物と、マツのような裸子植

物の種子をつくるという共通

点や、裸子植物には子房がな

いというような相違点につい

てまとめ、適切に文章で表現

している。 

マツの雌花と雄花のつくりから、

胚珠とやくはあるが子房がないこ

とを確認したうえで、これまで観

察した被子植物に見られる特徴と

裸子植物の特徴の共通点や相違点

について理解することができるよ

う助言・指導する。 

5 

 第 3 節 葉や根のつくり  

・「レッツ スタート！」さまざまな植物の葉を見て、共通点や

相違点を見つける。 

・「？課題」植物を葉脈や根で分類するには、どのような特徴に

注目するとよいだろうか。 

【観察 3】 植物の葉や根の観察 

・いろいろな種子植物の葉や根のつくりを観察し、共通点や相違

点を見つける。いくつかの植物の葉の特徴から、分類の基準を

考える。 

36～37 思 ○ 

さまざまな植物を葉脈や根で分

類するにはどのような特徴に注

目するとよいか考え、葉や根の

観察や記録を通して分類の基準

を考える。 

［行動観察・記述分析］ 

さまざまな植物の葉脈や根の

特徴を見いだして記録し、分

類の基準を考えて適切に表現

している。 

植物の葉脈や根などの形状に注目

させ、特徴を記録することができ

るよう助言・指導する。 

6 

・各自のレポートをもとに、さまざまな植物の葉や根のつくりの

共通点や相違点を発表する。 

・葉脈が平行か、網目状かで、被子植物がさらに分類できること

を見いだす。 

・平行脈の植物はひげ根、網状脈の植物は主根と側根をもつこと

を見いだす。平行脈の植物は子葉が単子葉、網状脈の植物は双

子葉であることから、単子葉類と双子葉類に分けられることを

知る。 

・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

38～39 知  

いろいろな葉の共通点と相違点

を考え、葉脈で 2 つのグループ

に分類できることを見いだし、

葉脈と根の形状、子葉のようす

とを関連づけて考え、双子葉類

と単子葉類の特徴を見いだして

表現している。 

［発言分析・ペーパーテスト］ 

いろいろな葉の共通点と相違

点を考え、葉脈について平行

か網目状かを見いだし、葉脈

と根の形状、芽生えのようす

とを関連づけて、単子葉類と

双子葉類の特徴を見いだして

適切に表現している。 

p.38〜39の図 1〜図 4で植物の葉

脈、葉脈と子葉・根などの形状を

確認させ、単子葉類と双子葉類の

特徴を適切にまとめることができ

るよう助言・指導する。 

7 

 第 4 節 種子をつくらない植物  

・種子をつくらない植物はどのように子孫を残すか考える。 

・「？課題」種子をつくらない植物のからだのつくりとふえ方に

は、どのような特徴があるだろうか。 

・「調べよう」双眼実体顕微鏡で、シダ植物やコケ植物のからだ

のつくりを観察する。 

・シダ植物やコケ植物のからだのつくりを種子植物のからだのつ

くりと比較して、共通点や相違点をまとめる。 

40 思  

シダ植物を観察した結果やコケ

植物の観察を通して、種子をつ

くらない植物のからだのつくり

について種子植物との共通点や

相違点を見いだしている。 

［行動観察・記述分析］ 

シダ植物やコケ植物のからだ

のつくりを観察し、これまで

に観察した種子植物との共通

点や相違点について考えたこ

とを適切に表現している。 

シダ植物やコケ植物のからだのつ

くりを確認したうえで、これまで

に観察した種子植物との共通点や

相違点について理解することがで

きるよう助言・指導する。 



4 

 

 

時
数 

主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 
努力を要する生徒への 

指導の手立て 

8 

・観察結果をもとに、種子植物とシダ植物やコケ植物のからだの

つくりの共通点と相違点を発表する。 

・p.40 図 2、p.41 図 3～5 を見て、シダ植物やコケ植物のからだ

のつくりとふえ方を理解する。 

・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 
40～41 知  

観察結果をもとに、シダ植物や

コケ植物と種子植物のからだの

つくりについての共通点と相違

点について説明し、種子をつく

らない植物のふえ方の特徴につ

いて理解したことを表現してい

る。 

［発言分析・記述分析］ 

シダ植物やコケ植物と種子植

物のからだのつくりの共通点

と相違点について説明してい

る。また、種子をつくらない

植物のふえ方の特徴につい

て、理解したことを適切に表

現している。 

シダ植物やコケ植物と種子植物の

共通点と相違点を確認するよう助

言・指導する。また、種子をつく

らない植物は胞子でふえることを

理解できるよう助言・指導する。 

9 

 第 5 節 さまざまな植物の分類  

・多くの植物を分類するにはどうすればよいか考え、話し合う。 

・「？課題」植物の特徴を図や表にまとめて植物を分類してみよう。 

・これまで学習した植物のふえ方、子房の有無、葉のちがいによ

って5つの植物を分類し、表やチャート図やベン図などをかく。 

・分類した結果やかいた図表を発表し合う。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

・「学んだことをチェックしよう」各節で学んだことを確認する。 

・「Before & After」この章で学んだことをもとに自分の考えを

記述し、話し合う。 

42～44 態 ○ 

多くの植物を分類する活動に進

んでとり組み、これまで学習し

てきた植物の特徴をふり返り、

ほかの生徒と協力して考えをた

がいに伝え合ったり表や図を作

成したりしながら、ねばり強く

課題を解決しようとしている。 

［行動観察・記述分析］ 

これまでに学習した植物のふ

え方、子房の有無、葉のちが

いによって 5 つの植物を分類

し、表やチャート図やベン図

などをかくことができる。ま

た、これまでに出てきていない

植物を分類する活動にねばり強

くとり組もうとしている。 

これまでに学習した植物のふえ

方、子房の有無、葉のちがいなど

が、植物の分類の基準になること

を確認し、ほかの生徒の分類結果

を見て再度活動を行うよう助言・

指導する。 
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【単元 1】第 3章 動物の分類 （教科書 p.45～63） 

章の目標 

章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 
主体的に学習に取り組む態度

（態） 

・いろいろな生物の共通点と相違点に着目しながら、動物のからだの共通点と相違点を理解すると

ともに、それらの観察、実験などに関する技能を身につける。（知識・技能） 

・身近な動物についての観察、実験などを通して、いろいろな動物の共通点や相違点を見いだすと

ともに、動物を分類するための観点や基準を見いだして表現する。（思考・判断・表現） 

・動物のからだの共通点と相違点に関する事物・現象に進んでかかわり、科学的に探究しようとす

る態度と、生命を尊重し、自然環境の保全に寄与する態度を養うとともに、自然を総合的に見る

ことができるようにする。（主体的に学習に取り組む態度） 

いろいろな生物の共通点と相違

点に着目しながら、動物のから

だの共通点と相違点についての

基本的な概念や原理・法則など

を理解しているとともに、科学

的に探究するために必要な観

察、実験などに関する基本操作

や記録などの基本的な技能を身

につけている。 

動物のからだの共通点と相違

点についての観察、実験など

を通して、いろいろな動物の

共通点や相違点を見いだすと

ともに、動物を分類するため

の観点や基準を見いだして表

現しているなど、科学的に探

究している。 

動物のからだの共通点と相違点

に関する事物・現象に進んでか

かわり、見通しをもったりふり

返ったりするなど、科学的に探

究しようとしている。 

 

重点…重点的に生徒の学習状況を見取る観点 

記録…記録に残す評価 

時
数 

主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 
努力を要する生徒への 

指導の手立て 

1 

・「Before & After」生活経験などをもとに自分の考えを記述

し、発表する。 

 第 1 節 身近な動物の分類  

・鮮魚店、水族館、動物園、ペットや身近な場所で見られる動物

をあげ、発表する。 

・「？課題」動物を分けるとき、からだのつくりのどこに注目す

るとよいだろうか。 

・「発表しよう」動物のからだのつくりの共通点と相違点を発表

し、それが分類の視点になるか検討する。 

45～46 思 〇 

動物はどのような視点で分類で

きるかということをからだのつ

くりに注目して考え、より妥当

な考えを表現している。 

［発言分析・行動観察］ 

身近な動物や教科書の写真の

動物について、具体的な共通

点や相違点をあげて、グルー

プ分けをしている。 

2 種類程度の具体的な動物にし

ぼり、それぞれを比較して気づ

いた共通点や相違点をかき出さ

せて、どのような特徴があるの

かを生徒が認識できるよう助

言・指導する。 

2 

【観察 4】 動物のからだのつくり 

・観察 4 を行い、カタクチイワシやシバエビのからだのつくりを

調べる。 

・動物のからだの共通点や相違点を見つける。 
47 知 〇 

ピンセットやルーペなどを正し

く使い、カタクチイワシやシバ

エビのからだのつくりを観察

し、その特徴を適切に記録して

いる。 

［行動観察・記述分析］ 

ピンセットやルーペなどを正

しく使い、外部形態の相違点

だけでなく、内部を観察し

て、背骨の有無という相違点

や、消化管という共通点を適

切に記録している。 

観察結果のスケッチに、相違点

や共通点を具体的に記入するよ

う支援する。特に背骨の有無に

着目するよう助言・指導する。 

3 

・動物は背骨（脊椎骨）の有無で脊椎動物と無脊椎動物に分けら

れることを理解する。 

・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 
48～49 知  

すべての動物が脊椎動物か無脊

椎動物かに分類できることを理

解し、第 1 章で観察した動物も

正しくどちらかに分類してい

る。 

［発言分析・行動観察］ 

背骨の有無という特徴から、

さまざまな動物を脊椎動物か

無脊椎動物に適切に分類して

いる。 

教科書 p.48〜49図 2、図 3のよ

うな内部の状態がわかる資料を

提示し、背骨の有無を確認する

よう助言・指導する。 
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時
数 

主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 
努力を要する生徒への 

指導の手立て 

4 

 第 2 節 脊椎動物  

・「レッツ スタート！」カードにかかれている脊椎動物を 2 つ

のグループに分類する。何通りの分け方ができるか話し合い、

発表する。 

・「？課題」脊椎動物は、どのようなグループに分類できるだろ

うか。 

・脊椎動物の中で、共通点や相違点を見いだす。 

50～51 思  

脊椎動物がどのようにグループ

分けできるかを考え、より妥当

な考えを表現している。 

［発言分析・行動観察］ 

からだのつくりのほかに、生

活場所や子の生まれ方などの

ちがいに着目し、脊椎動物を

いくつかのグループに分類し

ている。 

カードにある動物について、か

らだのつくりやその機能など、

知っていることをあげさせなが

ら、分類できるように助言・指

導する。 

5 

・脊椎動物が 5つのグループに分けられることを理解する。 

・5つのグループの共通点や相違点について理解する。 

・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 

52～53 知  

脊椎動物がいくつかの特徴から

5 つのグループに分けられるこ

とを理解し、具体的にさまざま

な脊椎動物をそのグループに分

類している。 

［発言分析・行動観察］ 

脊椎動物内の5つのそれぞれの

グループの特徴について理解

し、さまざまな脊椎動物を適

切に分類している。 

その動物の姿だけでなく、実際

に生活しているようすや子ども

のころのようすなどの資料を提

示し、それぞれがどのような特

徴をもっているかを確認させ、

分類できるよう助言・指導す

る。 

6 

 第 3 節 無脊椎動物  

・「レッツ スタート！」無脊椎動物がどのように分けられるの

か話し合い、発表する。 

・「？課題」無脊椎動物の分類では、からだのつくりのどこに注

目し、どのように分類できるだろうか。 

・無脊椎動物には、からだに節（または外骨格）のある動物（節

足動物）がいることに気づき、その特徴を理解する。 

・無脊椎動物には、からだに節（または外骨格）のない動物（軟

体動物）がいることに気づき、その特徴を理解する。 

54～55 知 〇 

無脊椎動物を相違点でもって分

類し、その特徴から、節足動物

と軟体動物のそれぞれの特徴を

説明している。 

［行動観察・記述分析］ 

無脊椎動物の相違点に気づ

き、この相違点で無脊椎動物

を分類する。分類後、節足動

物と軟体動物それぞれのから

だのつくりの特徴を説明して

いる。 

無脊椎動物の分類の際に、具体

的な動物の写真を示し、その動

物のからだの相違点や共通点を

確認し、分類の助言を行う。そ

こから絞り込んだ動物（節足動

物・軟体動物）の写真でもって

部分名称を説明できるよう助

言・指導する。 

7 

・「調べよう」昆虫、エビ、カニ、イカ、ミミズなどのからだを

外部から調べ、特徴を見つける。 

・観察した動物のからだのつくりや動き方について共通点や相違

点を見つける。 

・無脊椎動物のなかの主なグループ（軟体動物、節足動物）のそ

れぞれの特徴を理解する。 

・無脊椎動物には、その他のグループが存在していることを理解

する。 

・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

56～57 思  

無脊椎動物がからだの特徴から

さらにグループに分けられるこ

とを理解し、からだのつくりを

視点に具体的な無脊椎動物を適

切なグループに分類している。 

［発言分析・行動観察］ 

無脊椎動物の軟体動物、節足

動物、その他のグループの特

徴について理解し、さまざま

な無脊椎動物を、その3つのグ

ループのどこかに適切に分類

している。 

それぞれのグループに属する無

脊椎動物を具体的に数種類示

し、グループ内での共通点を確

認するよう助言・指導する。 
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時
数 

主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 
努力を要する生徒への 

指導の手立て 

8 

 第 4 節 動物の分類表の作成  

・「レッツ スタート！」作成した生物カードをもとに、動物分

類ゲームをグループまたはペアで行う。 

・「？課題」動物を適切に分類するための表や図を作成してみよ

う。 

・動物の分類表を作成し、発表する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

58～59 態 〇 

これまで学習した動物の特徴を

どの順番で確認すれば、適切に

動物を分類できるかを理解し、

さまざまな動物を適切に自ら進

んで分類している。 

［発言分析・行動観察］ 

分類の基準について、多くの

動物に当てはまるものからそ

うでないものへと、順序だて

て分類する考え方を理解して

おり、その考え方をもとに分

類表を作成している。また、

これまでに教科書に出てきて

いない動物をあげ、分類表を

活用して、分類している。 

実際の動物分類ゲームの結果を

記録しておき、周囲とそれを共

有させながら、どの順番で確認

すればよいかを考えるよう助

言・指導する。 

9 

・「学んだことをチェックしよう」各節で学んだことを確認す

る。 

・「Before & After」この章で学んだことをもとに自分の考えを

記述し、話し合う。 

・「学びを生活や社会に広げよう」p.62 の特設ページを読み、日

用品とその材料となっている生物との具体物をあげ、どのよう

なグループに分類できるか考える。 

・「学びを生活や社会に広げよう」p.63 の特設ページを読み、野

外観察をするときの注意点やテーマについて理解する。 

60～63 態 〇 

動物のグループ分けについてこ

れまで学習してきたことをもと

に、さまざまな動物を適切に分

類している。また、自分の生活

の中にどのような生物がかかわ

っているかを考えたり、野外の

生物を実際に観察する計画を立

てたりしながら、ほかの生徒と

協力してたがいに話し合い、ね

ばり強く課題を解決しようとし

ている。 

［発言分析・記述分析］ 

自分自身の生活において、具

体的にどのような生物がかか

わっているかを理解し、それ

らを観察するための計画や、

それらの生物がどのように分

類されるのかということを考

えている。 

前日の食事内容や、家庭内、学

校内、学校までの通学路など、

具体的に生徒自身の経験を思い

出させ、その中でかかわってい

る生物に気づくように助言・指

導する。 

学習内容の整理／確かめ問題／活用問題 1時間 

予備 （1）時間 

時間数 25時間（26）時間 
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【単元 2】第 1章 身のまわりの物質とその性質 （教科書 p.73～90） 

章の目標 

章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 
主体的に学習に取り組む態度

（態） 

・身のまわりの物質をさまざまな方法で調べる実験を通して、物質には密度や加熱したときの変化

など固有の性質と共通の性質があることを見いだして理解するとともに、実験器具の操作、記録

のしかたなどの技能を身につける。（知識・技能） 

・身のまわりの物質について、問題を見いだし見通しをもって観察、実験などを行い、物質の性質

における規則性を見いだして表現する。（思考・判断・表現） 

・物質の姿に関する事物・現象に進んでかかわり、科学的に探究しようとする態度を養うととも

に、自然を総合的に見ることができるようにする。（主体的に学習に取り組む態度） 

身のまわりの物質の性質や変化

に着目しながら、身のまわりの

物質とその性質についての基本

的な概念や原理・法則などを理

解しているとともに、科学的に

探究するために必要な観察、実

験などに関する基本操作や記録

などの基本的な技能を身につけ

ている。 

物質の姿について、問題を見

いだし見通しをもって観察、

実験などを行い、物質の性質

や状態変化における規則性を

見いだして表現しているな

ど、科学的に探究している。 

物質の姿に関する事物・現象に

進んでかかわり、見通しをもっ

たりふり返ったりするなど、科

学的に探究しようとしている。 

 

重点…重点的に生徒の学習状況を見取る観点 

記録…記録に残す評価 

時
数 

主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 
努力を要する生徒への 

指導の手立て 

1 

・「Before & After」これまでに学んだことや生活経験をもとに

自分の考えを記述し、話し合う。 

 第 1 節 物の調べ方 

・「レッツ スタート！」コップの材料について話し合う。 

・物体と物質のちがいについて説明を聞き、理解する。 

・「？課題」物体が何という物質でできているかを見分けるに

は、どのような方法があるだろうか。 

・「予想しよう」金属製品や鉄・アルミニウム、砂糖・食塩を見

分ける方法について話し合う。 

・物質の調べ方の例について説明を聞き、理解する。 

・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

73～75 思  

さまざまな物質の性質を調べる

観点をあげ、調べる方法を考え

て表現している。 

［発言分析・行動観察］ 

さまざまな物質の性質を調べ

る観点をあげ、どのように調

べたらよいかについて自分の

考えを適切に表現している。 

物質の性質を調べる観点をあげ

る活動を行ったときの、ほかの

生徒の考えの発表を聞いたうえ

で、自分の考えをまとめること

ができるよう助言・指導する。 

2 

 第 2 節 金属と非金属 

・「レッツ スタート！」金属製品の例をあげ、金属でできてい

るよさについて話し合う。 

・「？課題」金属と非金属の性質のちがいは何だろうか。 

・「ここがポイント」「結果」と「考察」のちがいを確認する。 

【実験 1】 金属と非金属のちがい 

・実験 1を行い、金属と非金属の性質のちがいを考える。 

・「ここがポイント」金属の性質について説明を聞き、理解す

る。 

・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

76～79 思  

さまざまな金属と非金属の性質

を比べ、それぞれの特徴につい

て、共通点と相違点を見いだし

て表現している。 

［発言分析・行動観察］ 

さまざまな金属と非金属の性

質を比べ、それぞれの特徴に

ついて、実験結果にもとづい

て、共通点と相違点を見いだ

し、具体的に表現している。 

実験結果にもとづいて、共通点

と相違点を具体化できない場合

は、ほかの生徒の考えを聞いた

り、対話をしたりして、視点を

広げることができるよう助言・

指導する。 



9 

 

 

時
数 

主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 
努力を要する生徒への 

指導の手立て 

3 

 第 3 節 さまざまな金属の見分け方 

・「レッツ スタート！」金属を種類によって分けるにはどうし

たらよいかを話し合う。 

・質量についての説明を聞く。 

・「？課題」さまざまな金属は、質量で区別できるだろうか。 

・同じ体積にそろえる意味および、密度についての説明を聞く。 

・「ここがポイント」密度を求める式についての説明を聞き、理

解する。 

・「例題」密度を求める。 

80～81 知  

密度が物質に固有な数値である

ことを理解し、計算から密度を

求める技能を身につけている。 

［行動観察］ 

密度が物質に固有な数値であ

ることを説明しており、計算

から密度を適切に求めてい

る。 

「鉄は重い」といった具体物に

存在する先行概念が強固な場合

は、体積をそろえることの意味

が理解できるよう助言・指導す

る。 

4 

【実験 2】 密度による金属の区別 

・実験 2を行い、求めた密度から金属の種類を考える。 

・「基礎操作」電子てんびんの使い方とメスシリンダーの使い方

を確認する。 

・密度とうきしずみとの関係について説明を聞き、理解する。 

・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

81～83 知 〇 

実験結果から密度を求め、いろ

いろな金属を特定している。 

［行動観察・記述分析］ 

体積、質量の記録を適切に行

っており、正しく計算して密

度を求めている。求めた密度

の値に近似している金属を適

切に選択している。 

計算が苦手な生徒には、電卓を

あたえるなどして式の意味や金

属の種類を判断する時間を確保

できるよう助言・指導する。 

5 

 第 4 節 白い粉末の見分け方 

・「レッツ スタート！」写真で示された粉末がそれぞれ何かを

話し合う。 

・「？課題」見分けにくい粉末状の物質の種類を知るには、どの

ようにしたらよいだろうか。 

・「調べ方を考えよう」白砂糖、デンプン、食塩、グラニュー糖

を、それぞれの性質から見分ける方法を考える。 

【実験 3】 白い粉末の区別 

・各班で、身のまわりの区別しにくい白い粉末を区別する方法に

ついて、「物質の性質の調べ方の例」や既習事項を参考に話し

合い、実験の計画を立てる。 

・「基礎操作」ガスバーナーの使い方を確認する。 

84～86 知  

物質を区別するのに必要な情報

を得るための適切な方法を計画

している。 

［発言分析・行動観察・記述分析］ 

p.75 図 2 の「物質の性質の調

べ方の例」をもとに、物質を

区別するために必要な情報を

得るための適切な方法を具体

的に計画している。 

必要な情報を得るための適切な

方法を具体化できない場合は、

ほかの生徒の考えを聞いたり、

対話したりして、視点を広げる

ことができるよう助言・指導す

る。 

6 

【実験 3】 白い粉末の区別 

・実験計画をもとに実験 3 を行い、あたえられた A～D の白い粉

末が何かを調べる。 

・p.76 の「ここがポイント」を参考に、実験結果を整理して考察

し、実験レポートを書く。 

87 思 〇 

実験結果をもとに、その性質の

ちがいに着目して分類し、根拠

を示して説明している。 

［行動観察・記述分析］ 

複数の実験結果を根拠とし

て、A～D の白い粉末が何かを

説明している。 

根拠となる実験結果の記述が不

十分であり、考察の記述があい

まいな場合は、根拠を箇条書き

にさせるなど、捉えやすくする

よう助言・指導する。 
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時
数 

主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 
努力を要する生徒への 

指導の手立て 

7 

・「解決方法を考えよう」班の考察の根拠が何か考え、話し合

う。また、例示された結果について、原因や改善方法を考え、

話し合う。 

・「探究をふり返ろう」探究活動をふり返って、行った活動や進

め方が適切だったか、また、改善できるところがあったかなど

を考える。 

・有機物と無機物の性質について説明を聞く。 

・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

・「学んだことをチェックしよう」各節で学んだことを確認す

る。 

・「学びを生活や社会に広げよう」学習した内容を、生活や社会

と結びつけて考える。 

・「Before & After」この章で学んだことをもとに自分の考えを

記述し、話し合う。 

88～90 態 〇 

白い粉末を区別するという課題

の解決に向けて、対話を通し

て、自らの学習を調整しようと

している。 

［発言分析・行動観察・記述分析］ 

実験結果をふり返って、対話

を通して、ほかの班と異なる

結果が生じた原因やその改善

方法を具体化している。 

自分がどこまで考えて、どこか

らわからないのかを明らかにさ

せ、ほかの生徒の考えを聞いた

り、対話したりして、課題の解

決に向けてとり組むことができ

るよう助言・指導する。 
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【単元 2】第 2章 気体の性質 （教科書 p.91～100） 

章の目標 

章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 
主体的に学習に取り組む態度

（態） 

・気体を発生させてその性質を調べる実験を通して、気体の種類による特性を理解するとともに、

気体を発生させる方法や捕集法などの技能を身につける。（知識・技能） 

・身のまわりの物質について、問題を見いだし見通しをもって観察、実験などを行い、物質の性質

における規則性を見いだして表現する。（思考・判断・表現） 

・物質の姿に関する事物・現象に進んでかかわり、科学的に探究しようとする態度を養うととも

に、自然を総合的に見ることができるようにする。（主体的に学習に取り組む態度） 

身のまわりの物質の性質や変化

に着目しながら、気体の発生と

性質についての基本的な概念や

原理・法則などを理解している

とともに、科学的に探究するた

めに必要な観察、実験などに関

する基本操作や記録などの基本

的な技能を身につけている。 

物質の姿について、問題を見

いだし見通しをもって観察、

実験などを行い、物質の性質

や状態変化における規則性を

見いだして表現しているな

ど、科学的に探究している。 

物質の姿に関する事物・現象に

進んでかかわり、見通しをもっ

たりふり返ったりするなど、科

学的に探究しようとしている。 

 

重点…重点的に生徒の学習状況を見取る観点 

記録…記録に残す評価 

時
数 

主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 
努力を要する生徒への 

指導の手立て 

1 

・「Before & After」これまでに学んだことや生活経験をもとに

自分の考えを記述し、話し合う。 

 第 1 節 身のまわりの気体の性質 

・「レッツ スタート！」発泡入浴剤を湯に入れるとブクブクと

出てくる泡の正体について考え、話し合う。 

・「？課題」身のまわりの気体にはどのような性質があるだろう

か。 

・「基礎操作」気体の性質の調べ方や BTB 溶液の性質を確認す

る。 

91～93 思  

発泡入浴剤から出る泡（気体）

の正体について、その性質に着

目し、問題を見いだしている。 

［発言分析・行動観察］ 

発泡入浴剤から出る泡のよう

すの観察から得られた気づき

や疑問をもとに、気体の性質

について問題を見いだしてい

る。 

観察から得られた気づきや疑問

をもとに、問題を見いだした記

述がない場合、観察するうえで

の視点をあたえて、再度、観察

を行い、気づきや疑問をもと

に、問題を見いだして表現でき

るよう助言・指導する。 

2 

【実験 4】 二酸化炭素と酸素の性質 

・実験 4を行い、捕集した気体が二酸化炭素か酸素かを考える。 

93 思 〇 

実験結果をもとに、発生した気

体について科学的に考察して判

断している。 

［行動観察・記述分析］ 

複数の実験結果を根拠にしな

がら、調べた気体の名称を適

切に指摘している。 

複数の実験結果を根拠とするこ

とが苦手な生徒がいる場合、結

果を表などでわかりやすくまと

めさせ、参照しやすくするよう

助言・指導する。 

3 

・気体の性質と発生方法についての説明を聞き、理解する。 

・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 

・「おてがる科学」身のまわりの物質を使って、酸素や二酸化炭

素を発生させる。 

・実験や掲載写真などから、異なる方法でも同一の気体が得られ

ることについての説明を聞き、理解する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

・「ここがポイント」二酸化炭素、酸素、水素、窒素の発生方法

と性質についての説明を聞き、理解する。 

94～95 知 〇 

さまざまな気体の発生方法と捕

集方法、その性質について理解

している。また、発生方法が異

なっていても性質が同じであれ

ば、同じ気体であることを理解

している。 

［行動観察・記述分析］ 

さまざまな気体の発生方法と

捕集方法、その性質について

表などに整理している。ま

た、その中で、発生方法が異

なっていても性質が同じであ

れば、同じ気体であることを

説明している。 

別の方法で発生した気体が同じ

性質であっても、異なる物質で

あると考える生徒がいる場合、

実際に気体を発生させる演示実

験を行うなどして、助言・指導

する。 



12 

 

 

時
数 

主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 
努力を要する生徒への 

指導の手立て 

4 

 第 2 節 気体の性質と集め方 

・「導入」水中でアンモニアの気泡が消える理由について、理科

の見方・考え方をはたらかせて考え、話し合う。 

・「？課題」気体の性質によって、気体の集め方はどのように変

えたらよいだろうか。 

・「調べよう」アンモニアの発生方法の説明を聞き、実際に発生

させて、性質を調べる。 

・p.97 図 3「気体の性質による集め方のちがい」についての説明

を聞き、水へのとけやすさや発生させた気体の密度から捕集方

法が決まることについて理解する。 

・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 

・「なるほどね！」および「防災特集」についての説明を聞く。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

・「学んだことをチェックしよう」各節で学んだことを確認す

る。 

・「Before & After」この章で学んだことをもとに自分の考えを

記述し、話し合う。 

96～100 態 〇 

水にとけやすい気体を捕集し、

その性質を調べる方法につい

て、見通しをもとうとしてい

る。 

［発言分析・行動観察］ 

水にとけやすい気体を捕集

し、その性質を調べる方法に

ついて、科学的な根拠をもと

に、その手順を考えようとし

ている。 

上方置換法と下方置換法を選択

できないときは、水素を入れた

シャボン玉がうくかしずむかを

考えさせるなど、具体物を用い

て助言・指導する。 
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【単元 2】第 3章 水溶液の性質 （教科書 p.101～114） 

章の目標 

章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 
主体的に学習に取り組む態度

（態） 

・水溶液から溶質をとり出す実験を通して、その結果を溶解度と関連づけて理解するとともに、そ

れらの観察、実験などに関する技能を身につける。（知識・技能） 

・身のまわりの物質について、問題を見いだし見通しをもって観察、実験などを行い、物質の性質

における規則性を見いだして表現する。（思考・判断・表現） 

・水溶液に関する事物・現象に進んでかかわり、科学的に探究しようとする態度を養うとともに、

自然を総合的に見ることができるようにする。（主体的に学習に取り組む態度） 

身のまわりの物質の性質や変化

に着目しながら、水溶液につい

ての基本的な概念や原理・法則

などを理解しているとともに、

科学的に探究するために必要な

観察、実験などに関する基本操

作や記録などの基本的な技能を

身につけている。 

水溶液について、問題を見い

だし見通しをもって観察、実

験などを行い、物質の性質や

状態変化における規則性を見

いだして表現しているなど、

科学的に探究している。 

水溶液に関する事物・現象に進

んでかかわり、見通しをもった

りふり返ったりするなど、科学

的に探究しようとしている。 

 

重点…重点的に生徒の学習状況を見取る観点 

記録…記録に残す評価 

時
数 

主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 
努力を要する生徒への 

指導の手立て 

1 

・「Before & After」これまでに学んだことや生活経験をもとに

自分の考えを記述し、話し合う。 

 第 1 節 物質が水にとけるようす 

・「レッツ スタート！」物質が水にとけている物について話し

合う。 

・p.85実験 3の実験結果をふり返り、物質を水に入れたときのよ

うすを思い出す。 

・「？課題」物質が水にとけるとは、どのようになることだろう

か。 

・「予想しよう」コーヒーシュガー（砂糖）とデンプンを水に入

れたときのようすや、質量の変化、ろ過した後のようす、しば

らく置いたときのようすについて話し合う。 

・「考察しよう」p.103 図 3 や演示実験をもとに、物質が水にと

けることについてさまざまな観点から考え、話し合う。 

101～103 思  

演示実験や「予想しよう」から

気づいたことや疑問に思ったこ

とをもとに、物質が水にとける

現象について予想ができ、話し

合いによって自分たちの結論を

見いだし、表現している。 

［発言分析・行動観察］ 

コーヒーシュガー（砂糖）と

デンプンを水に入れたときの

ようすについて、液が透明に

なるか、質量が変化するか、

水に入れた物質がろ紙を通過

するか、放置するとどうなる

かなどを予想し、考察時の話

し合いによって、自分たちの

結論を適切に導き、表現して

いる。 

身のまわりの物質が水にとける

ようすを予想させたり、現象を

考察させたりするとき、ほかの

生徒の気づいたことや疑問点の

発表を聞いたうえで、再度、自

分たちの考えを確認させ、予想

や考察を適切に表現できるよう

助言・指導する。 

2 

・「基礎操作」ろ過のしかたを確認する。 

・「ここがポイント」物質が水にとけることについての説明を聞

き、理解する。 

・「モデルで説明しよう」p.105 図 2 の砂糖が水にとけるようす

をモデルで考え、自分の考えをほかの生徒に発表する。 

・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 

104～105 思 〇 

物質が水にとける現象につい

て、粒子のモデルを用いて、適

切に説明している。 

［行動観察・記述分析］ 

砂糖が水にとけ、全体が均一

になっていくようすを、粒子

のモデルで表現しており、顕

微鏡でも見えない粒子である

こと、粒子の数が変化しない

ために質量も変化しないこ

と、時間がたってもばらばら

に広がったままでいることを

説明している。 

粒子のモデルを用いて、ほかの

生徒に説明し、足りない部分を

生徒どうしで指摘できるよう助

言・指導する。 
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時
数 

主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 
努力を要する生徒への 

指導の手立て 

3 

・溶質、溶媒、溶液、水溶液の定義についての説明を聞く。 

・質量パーセント濃度の説明を聞き、溶液中の溶質の割合によっ

て濃度を表すことができることを確認する。 

・「ここがポイント」質量パーセント濃度を求める式についての

説明を聞き、理解する。 

・「例題」の考え方を参考にして、「練習」を行う。 

・純粋な物質と混合物についての説明を聞く。 

106～107 知  

溶質、溶媒、溶液、水溶液の定

義や、純粋な物質と混合物のち

がいについて理解している。ま

た、質量パーセント濃度の計算

方法を身につけている。 

［行動観察・記述分析］ 

溶質、溶媒、溶液、水溶液の

定義や、純粋な物質と混合物

のちがいについて説明してい

る。また、質量パーセント濃

度の計算式の溶質、溶媒、溶

液に、どのような数値が当て

はまるのか対応させることが

でき、質量パーセント濃度の

計算方法を身につけている。 

質量パーセント濃度の計算式の

溶質、溶媒、溶液に、どのよう

な数値が当てはまるのか指摘し

て、適切な計算ができるよう助

言・指導する。 

4 

 第 2 節 溶解度と再結晶 

・「レッツ スタート！」p.108図 1・図 2を参考にして、食塩や

砂糖がどのようにしてつくられるかについて話し合う。 

・「？課題」水にとけている物質をとり出すため、水を蒸発させ

る以外にどのような方法があるだろうか。 

・「？に対する自分の考えは？」p.108 図 2・図 3 の砂糖や精製

糖を製造するようすから、蒸発させる以外で溶質をとり出す方

法について考える。 

108 思  

水溶液にとけている物質をとり

出す方法をさまざまな観点から

考えている。 

［発言分析・行動観察］ 

砂糖を製造するようすや精製

糖がつくられる工程の写真か

ら、水の蒸発以外に、水溶液

にとけている物質をとり出す

適切な方法を推測している。 

水にとける物質の質量に限界が

あるのか、水の温度によってと

ける質量が変わるのかなど、温

度という観点で考えられるよう

助言・指導する。 

5 

【実験 5】 水にとけた物質のとり出し 

・実験 5 を行い、各物質を水に入れたものを加熱し、とけ方のち

がいを調べるとともに、加熱後の水溶液を冷やして物質がとり

出せるか調べる。 
109 知 〇 

再結晶の実験技能、観察記録の

方法を身につけている。 

［行動観察・記述分析］ 

高い温度でとかした水溶液

を、冷却させたり蒸発させた

りし、その結果を適切に記録

している。また、物質の種類

や温度による結果のちがいを

表現している。 

冷却した試験管のようすや蒸発

した結晶のようすを適切に記録

できるよう助言・指導する。ま

た、2 つの物質のとけ方のちが

いが温度によるものであること

に気づくよう助言・指導する。 

6 

・「考察しよう」試験管 A、B で結晶の形やとける温度・質量、

再結晶のようすなど、ちがいが起こる原因を考える。 

・自分の考えを班内で発表し、ホワイトボードなどを用いて班で

考察をまとめる。ほかの班やクラス全体でも意見交換を行う。 

・再結晶が、溶解度のちがいによって起きる現象であることの説

明を聞く。 

・「ここがポイント」溶解度曲線でみる再結晶についての説明を

聞き、理解する。 

・「例題」の考え方を参考にして、「練習」を行う。 

・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 

・再結晶の利用について説明を聞く。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

・「学んだことをチェックしよう」各節で学んだことを確認す

る。 

・「学びを生活や社会に広げよう」学習した内容を、生活や社会

と結びつけて考える。 

・「Before & After」この章で学んだことをもとに自分の考えを

記述し、話し合う。 

110～114 態 〇 

実験結果について、話し合い活

動を通じて考察を行った後、再

結晶や溶解度の説明を聞き、例

題で確認することを通じて、自

らの学習を調整しようとしてい

る。 

［発言分析・行動観察］ 

実験の考察時の話し合いや意

見交換に進んでかかわろうと

している。また、再結晶が溶

解度のちがいによって起こる

現象であることを理解したう

えで、溶解度曲線の読み方を

例題を通じて確認し、理解し

たことを整理しようとしてい

る。 

物質のちがいや、とかす温度の

ちがいなど、着目する観点を明

確にできるよう助言・指導する

ことで、考えるための手立てを

確認させる。また、溶解度曲線

の質量や温度について、どのよ

うな数値が当てはまるかを確認

させ、溶解度曲線を適切に読み

とることができるよう助言・指

導する。 
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【単元 2】第 4章 物質の姿と状態変化 （教科書 p.115～131） 

章の目標 

章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 
主体的に学習に取り組む態度

（態） 

・物質の状態変化についての観察、実験を通して、状態変化によって物質の体積は変化するが質量

は変化しないことを見いだして理解する。また、物質は融点や沸点をさかいに状態が変化するこ

とを知るとともに、混合物を加熱する実験を通して、沸点のちがいによって物質の分離ができる

ことを見いだして理解する。あわせて、それらの観察、実験などに関する技能を身につける。

（知識・技能） 

・身のまわりの物質について、問題を見いだし見通しをもって観察、実験などを行い、物質の性質

や状態変化における規則性を見いだして表現する。（思考・判断・表現） 

・状態変化に関する事物・現象に進んでかかわり、科学的に探究しようとする態度を養うととも

に、自然を総合的に見ることができるようにする。（主体的に学習に取り組む態度） 

身のまわりの物質の性質や変化

に着目しながら、状態変化と

熱、物質の融点と沸点について

の基本的な概念や原理・法則な

どを理解しているとともに、科

学的に探究するために必要な観

察、実験などに関する基本操作

や記録などの基本的な技能を身

につけている。 

状態変化について、問題を見

いだし見通しをもって観察、

実験などを行い、物質の性質

や状態変化における規則性を

見いだして表現しているな

ど、科学的に探究している。 

状態変化に関する事物・現象に

進んでかかわり、見通しをもっ

たりふり返ったりするなど、科

学的に探究しようとしている。 

 

重点…重点的に生徒の学習状況を見取る観点 

記録…記録に残す評価 

時
数 

主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 
努力を要する生徒への 

指導の手立て 

1 

・「Before & After」これまでに学んだことや生活経験をもとに

自分の考えを記述し、話し合う。 

 第 1 節 物質の状態変化 

・「レッツ スタート！」p.116図 1のどこにどのような姿で水が

存在するのか話し合う。 

・水の状態変化について思い出す。 

・「？課題」身のまわりの物質も水のように姿を変えるだろう

か。 

・「説明しよう」水以外に状態変化を起こす物質について話し合

う。 

・状態変化について説明を聞く。 

・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 

115～117 思  

水と比較しながら、身のまわり

にある物質の状態変化につい

て、課題を見いだし、身のまわ

りの物質が固体、液体、気体に

変化することを表現している。 

［発言分析・行動観察］ 

水が温度によって、氷、水、

水蒸気と状態が変化すること

と、ほかの物質の状態変化と

を比較して、それぞれの共通

点や相違点を適切に表現し、

どのような物質でも状態変化

を起こすことを説明してい

る。 

水蒸気は目に見えないので湯気

が水であると気づくように助

言・指導する。また、p.117図 3

をもとに、ほかの物質も状態変

化することに気づかせ、このこ

とを水の状態変化と関連づけて

説明できるよう助言・指導す

る。 

2 

 第 2 節 物質の状態変化と体積・質量の変化 

・「導入」p.118 図 1 をもとに、ロウの状態変化について話し合

う。 

・「？課題」物質が状態変化するとき、体積や質量はどうなるだ

ろうか。 

・「？に対する自分の考えは？」ロウの状態変化について、これ

までに学んだことを参考に考え、話し合う。 

【実験 6】 ロウの状態変化と体積・質量の変化 

・実験 6 を行い、ロウの状態が変化するときの体積と質量の変化

を調べる。また、実験結果と実験前の仮説とを比較する。 

118～119 思 〇 

物質の状態変化と体積・質量の

変化について、仮説を立てて実

験を行い、得られた結果から状

態変化と体積・質量の関係を考

察し、より妥当な考えを見いだ

して表現している。 

［発言分析・行動観察］ 

これまでに学んだことをもと

に、仮説を立てて実験を行

い、得られた結果と仮説とを

比較しながら、ロウの状態変

化と体積・質量の変化の関係

を粒子のモデルで考え、より

妥当な考えを見いだし表現し

ている。 

ロウの液体が固体へ状態変化す

るときのスケッチのようすか

ら、中心部分がへこんだことと

体積を関連させて説明できるよ

う助言・指導する。 
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時
数 

主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 
努力を要する生徒への 

指導の手立て 

3 

・「調べよう」エタノールをあたためたときの体積の変化を調べ

る。 

・「モデルを使って考察しよう」ロウやエタノールの状態変化を

粒子のモデルでかき、質量と体積について考え、発表する。 

・「ここがポイント」粒子の集まり方と体積についての説明を聞

き、理解する。 

・状態変化と体積・質量との関係について説明を聞く。 

・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

・水の状態変化における質量と体積について説明を聞く。 

120～123 思 〇 

水以外の物質が状態変化すると

きの質量と体積の関係を、粒子

のモデルを用いて適切に表現

し、説明している。 

［行動観察・記述分析］ 

水以外の物質が状態変化する

ときの質量と体積の関係を、

粒子の大きさや数、粒子どう

しの間隔に着目して、粒子の

モデルで適切に表現し、説明

している。 

粒子の大きさや数、粒子どうし

の間隔と実験結果を関連づけて

説明できるよう助言・指導す

る。 

4 

 第 3 節 状態変化が起こるときの温度とその利用 

・「導入」水の温度変化のグラフをもとに、温度が変わらないと

きの水の状態について話し合う。 

・「基礎操作」グラフのかき方について確認する。 

・「ここがポイント」グラフの利点についての説明を聞き、理解

する。 

・「調べよう」沸騰中の温度変化についてグラフをかいて調べ

る。 

・沸点・融点の定義や状態変化との関係について説明を聞き、理

解する。 

・p.126 表 1 を参照しながら、純粋な物質の沸点・融点を確認す

る。 

124～126 知  

グラフの利点を理解しており、

グラフのかき方や読みとり方が

身についている。 

［行動観察・記述分析］ 

グラフの利点を理解したうえ

で、水とエタノールの状態変

化と温度との関係のデータか

らグラフを作成し、グラフを

比較して沸点のちがいを読み

とっている。 

グラフのかき方をもういちど確

認しながら、データをグラフに

かきこませ、その結果、沸点で

は温度の上昇がないことに気づ

くよう助言・指導する。 

5 

・「？課題」液体どうしの混合物を分けるには、どのようにすれ

ばよいだろうか。 

・「？に対する自分の考えは？」沸点のちがいを利用して、液体

どうしの混合物から純粋な物質をとり出せないか話し合う。 

【実験 7】 混合物の分離 

・実験 7 を行い、水とエタノールの混合物を熱して、発生する気

体の温度をはかり、出てきた液体の性質を調べる。 

126～127 知 〇 

仮説の設定や実験を適切に行

い、実験結果を正確にグラフに

記入している。また、集めた液

体の性質を調べる方法を身につ

けている。 

［行動観察・記述分析］ 

沸点は物質の種類によって決

まっていることを利用して、

混合物を分離する方法につい

て仮説を立て、適切に実験を

行い、結果をもとにグラフに

整理している。また、集めた

液体の性質をさまざまな方法

で調べている。 

気体の温度の測定、熱した時間

の記録、試験管内部にたまった

液体の調べ方など、実験手順を

確認できるよう助言・指導す

る。また、温度変化のグラフの

解釈方法についても助言・指導

する。 
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時
数 

主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 
努力を要する生徒への 

指導の手立て 

6 

・「考察しよう」集めた液体には何が多くふくまれているか、温

度変化のグラフからわかることは何か考え、話し合う。 

・蒸留について説明を聞く。 

・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

・「学んだことをチェックしよう」各節で学んだことを確認す

る。 

・「学びを生活や社会に広げよう」学習した内容を、生活や社会

と結びつけて考える。 

・「Before & After」この章で学んだことをもとに自分の考えを

記述し、話し合う。 

128～131 態 〇 

実験結果から、混合物は一定の

沸点をもたず、個々の沸点のち

がいを利用して混合物を分離す

ることができることを見いだそ

うとしている。また、蒸留が社

会で利用されていることに関心

をもち、進んで理解しようとし

ている。 

［行動観察・記述分析］ 

実験結果のグラフをもとに、

試験管に何が多くふくまれて

いるかをねばり強く考え、混

合物は一定の沸点をもたない

ことや、個々の沸点のちがい

を利用して混合物を分離でき

ることを見いだそうとしてい

る。また、石油の分留など、

蒸留が社会で利用されている

ことに関心をもち、蒸留と同

じ原理であることを理解しよ

うとしている。 

エタノールを多くふくんでいる

試験管があることから、混合物

の分離が行われていることを理

解させる。「学びをいかして考

えよう」の写真をもとに、蒸留

が利用されている例をあげて、

数回蒸留することで純度が上が

ることを説明する。 

学習内容の整理／確かめ問題／活用問題 1時間 

予備 （3）時間 

時間数 24時間（27）時間 
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【単元 3】第 1章 光の世界 （教科書 p.141～158） 

章の目標 

章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 
主体的に学習に取り組む態度

（態） 

・光についての観察、実験を通して、光が水やガラスなどの物質の境界面で反射、屈折するときの

規則性や、凸レンズのはたらきについて、物体の位置と像の位置および像の大きさの関係を理解

するとともに、それらの観察、実験などに関する技能を身につける。（知識・技能） 

・光について問題を見いだし、見通しをもって観察、実験などを行い、光の性質の規則性や関係性

を見いだして表現する。（思考・判断・表現） 

・光に関する事物・現象に進んでかかわり、科学的に探究しようとする態度を養うとともに、自然

を総合的に見ることができるようにする。（主体的に学習に取り組む態度） 

光に関する事物・現象を日常生

活や社会と関連づけながら、光

の反射や屈折、凸レンズのはた

らきなどについての基本的な概

念や原理・法則などを理解して

いるとともに、科学的に探究す

るために必要な観察、実験など

に関する基本操作や記録などの

基本的な技能を身につけてい

る。 

光について、問題を見いだし

見通しをもって観察、実験な

どを行い、光の反射や屈折、

凸レンズのはたらきから規則

性や関係性を見いだして表現

しているなど、科学的に探究

している。 

光に関する事物・現象に進んで

かかわり、見通しをもったりふ

り返ったりするなど、科学的に

探究しようとしている。 

 

重点…重点的に生徒の学習状況を見取る観点 

記録…記録に残す評価 

時
数 

主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 
努力を要する生徒への 

指導の手立て 

1 

・「Before & After」これまでに学んだことや生活経験をもとに

自分の考えを記述し、話し合う。 

 第 1 節 物の見え方 

・「レッツ スタート！」p.142図 1のような身近な例を参考に、

身のまわりの物が見える理由を考え、話し合い、発表する。 

・自ら光を出す物体を光源ということを確認する。 

・「？課題」物体を見ることができるとき、光はどのように目に

届いているだろうか。 

・光の性質（直進・反射）について、具体的な例（p.142 図 3、

p.143図 4）を通してまとめる。 

・p.143 図 5、図 6 などを活用し、身のまわりの物体に色がつい

て見える理由を考える。 

・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 

141～143 知  

身のまわりの物の見え方の観察

から、光源とそうでない物に分

けられることや、光の性質（直

進・反射）について理解してい

る。 

［発言分析・行動観察］ 

光の性質をもとに、身のまわ

りにある物を、光源とそうで

ない物に分類している。ま

た、光源から出た光が直進し

たり、物体の表面で反射した

りすることを理解している。 

身のまわりの物の見え方を調べ

る活動を行い、気がついたこと

をほかの生徒と意見交換させて

再度活動を行わせることで、自

分が調べたいことを見つけるこ

とができるように助言・指導す

る。 

2 

 第 2 節 光の反射 

・「導入」バスにたくさんの鏡がついている理由を考える。 

・「？課題」光が鏡などの物体で反射するとき、光はどのように

進むだろうか。 

・「？に対する自分の考えは？」図のように鏡を置くとき、どの

鏡に物体がうつるか、光の進み方から考える。 

【実験 1】 反射する光の道筋 

・実験 1を行い、鏡で反射するときの光の道筋を調べる。 

144～145 思 〇 

鏡で反射する光の道筋を調べる

実験を行い、反射前の光の道筋

と、反射後の光の道筋に着目

し、規則性を見いだしている。 

［記述分析・行動観察］ 

鏡で反射する光の道筋を調べ

る実験結果をもとに、光が鏡

で反射するときの規則性を見

いだして適切に表現してい

る。 

自分の実験結果と、ほかの生徒

の実験結果を比較し、共通点や

相違点を見いだすように助言・

指導する。 
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時
数 

主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 
努力を要する生徒への 

指導の手立て 

3 

・実験結果や p.146 図 1 を参考に、光の反射の法則（入射角＝反

射角）についての説明を聞き、理解する。 

・p.146 図 4 を参考に、鏡にうつる物体の見かけの位置の求め方

について考え、作図をする。 

・鏡にうつる物体の見かけの位置や、鏡のはたらきをする物、乱

反射についての説明を聞き、まとめる。 

・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 

146～147 知  

反射によって光がどのように進

むかを理解し、鏡による像の位

置や光の進む道筋を作図する技

能を身につけている。 

［発言分析・行動観察］ 

物の見え方と光の反射の法則

を活用し、鏡による像の位置

や光の進む道筋について正し

く作図している。 

物の見え方や光の反射の法則に

ついてふり返りを行い、それぞ

れの規則性について作図できる

ように助言・指導する。 

4 

 第 3 節 光の屈折 

・「導入」p.148 図 1 をもとに、物体や光の道筋がどのように見

えるか予想を立てた上で実際に確かめる。 

・「？課題」光が透明な物体を通りぬけるとき、光はどのように

進むだろうか。 

・「？に対する自分の考えは？」光の進み方を、ガラスに入射す

るとき、ガラスの中、ガラスを通りぬけるときに分けて考え

る。 

【実験 2】 直方体のガラスを通りぬける光の道筋 

・実験 2 を行い、直方体のガラスを通りぬけるときの光の道筋を

調べる。 

148～149 知 〇 

直方体のガラスに入射させた光

の進み方を調べる実験を行い、

光の道筋を正しく記録してい

る。 

［記述分析］ 

直方体のガラスに入射させた

光が、空気とガラスの境界面

で屈折しているようすを正確

に記録している。 

空気とガラスの境界面で光の進

み方が変化していることや、境

界面以外では光が直進している

ことに気がつくように支援す

る。 

5 

・p.150図 1を参考に、実験結果の確認を行う。 

・p.150図2、図 3を参考に、光が屈折して起こる現象について、

説明を聞く。 

・p.151 図 4 などを参考に、光の屈折による物体の見え方につい

て説明を聞き、理解する。 

150～151 思  

光の屈折の規則性を理解し、作

図によって物体の見え方を適切

に表現している。 

［記述分析］ 

屈折する光の道筋について正

しく作図し、光の進み方と物

の見え方の関係について適切

に表現している。 

鏡にうつる物体には、見かけの

位置があったことをふり返り、

屈折して見える物体にも、実際

の位置と見かけの位置があるこ

とに気がつくように支援する。 

6 

・p.151 図 7 を見て、水面を下からのぞきこむと、鏡のように見

える理由を考える。 

・全反射について、以下の 2点について確認する。 

ア：ガラス（水）→空気のときに、入射角がある一定の角度よ

り大きくなると全反射が起こる。 

イ：全反射は、空気→ガラス（水）のときには起こらないが、

ガラス（水）→空気のときには起こる。 

・光ファイバーなど、全反射を利用している事例を確認する。 

・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

151 態  

光の反射や屈折の規則性につい

てふり返り、光の進み方と物の

見え方について調べようとして

いる。 

［発言分析・行動観察］ 

全反射など光の進み方と物の

見え方について、光の反射や

屈折の規則性をもとに、自分

の考えをまとめようと話し合

いながらねばり強くとり組ん

でいる。 

p.150「ここがポイント」をと

り上げ、ガラスから空気側に光

が出るとき、入射角を大きくし

ていくと、屈折角はどうなって

いくかを考えるよう助言・指導

する。 
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時
数 

主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 
努力を要する生徒への 

指導の手立て 

7 

 第 4 節 レンズのはたらき 

・「レッツ スタート！」凸レンズを通して p.152 図１のような

像が見える理由を考え、話し合い、発表する。 

・p.152 図 2 を参考にして、凸レンズを通る光の進み方について

以下の 3点を確認する。 

ア：境界面で光が曲がる（光の屈折）。 

イ：光軸に平行な光が 1点に集まる。 

ウ：焦点を境に、光が上下で入れ替わる。 

・凸レンズを使うことにより、光源より大きな像や、光源より小

さな像をかべやスクリーンにうつせることを確認し、実像、虚

像について説明を聞く。 

・「？課題」凸レンズによる像のでき方には、どのような決まり

があるだろうか。 

・「？に対する自分の考えは？」光源や凸レンズ、スクリーンの

位置をどのように調整すれば、実像や虚像を見ることができる

か考える。 

152～153 知  

凸レンズによる像のでき方に

は、凸レンズを通る光の進み方

が関係していることを理解して

いる。 

［発言分析・行動観察］ 

凸レンズによって大きさや向

きの異なる像が見られるの

は、光が凸レンズを通るとき

に、光の進み方が変化するた

めであることを理解してい

る。 

凸レンズを通って上下左右が入

れ替わるという光の進み方と、

上下左右が逆さまに像がうつる

ことを関連づけて考えるように

促す。 

8 

【実験 3】 凸レンズによる像のでき方 

・実験 3 を行い、凸レンズによる像のでき方について、以下の 3

点を確認する。 

①スクリーンに光源と同じ大きさの実像がうつるときの、光源・

凸レンズ・スクリーンの位置と像の向き。 

②スクリーンに光源より小さい実像や大きい実像がうつるとき

の、光源・凸レンズ・スクリーンの位置と像の向き。 

③スクリーンの位置から凸レンズをのぞきこみ、虚像が見えると

きの光源・凸レンズの位置。 

154～155 思 〇 

光源・凸レンズ・スクリーンの

位置と、凸レンズによる像ので

き方との関係を調べる実験を行

い、結果を表にまとめ、考察し

ている。 

［記述分析］ 

光源・凸レンズ・スクリーン

の位置と、凸レンズによる像

のでき方との関係について、

実験結果から規則性を見いだ

し、適切に表現している。 

複数の班の結果を比較させ、そ

れぞれの実験結果の共通点を見

いだせるように声かけを行う。 

9 

・実験の結果から、凸レンズによってできる像の位置や向き、大

きさの規則性について話し合う。 

・p.156 図 1 を参考にして、光源・凸レンズ・スクリーンの位置

関係によって、凸レンズを通る光の進み方や、像のでき方が変

化していることを確認する。 

・実像や虚像について説明を聞く。 

・「ここがポイント」凸レンズを通る光の進み方と、像のでき方

との関係を確認する。 

・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考え、映画館ではスクリ

ーンからはなれた位置にプロジェクターを設置することによ

り、光源より大きな像をスクリーンにうつせるようになってい

ることに気づく。 

156～157 知  

光源・凸レンズ・スクリーンの

位置関係によって、凸レンズを

通る光の進み方や像のでき方が

変化することを理解している。 

［発言分析・行動観察］ 

光源が焦点の外側にある場合

にはスクリーンに実像をうつ

すことができ、光源が焦点の

内側にある場合には凸レンズ

をのぞきこむことで虚像が見

られることを理解している。 

p.157「ここがポイント」を見

て、光源が焦点の外側にある場

合は凸レンズを通った光が１点

に集まって実像ができるが、光

源が焦点の内側にある場合は凸

レンズを通った光が集まらない

ために実像ができないことを確

認する。 
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時
数 

主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 
努力を要する生徒への 

指導の手立て 

10 

・「例題」の考え方を参考にして、凸レンズを通る光の進み方や

像のでき方を作図する。 

・「学んだことをチェックしよう」各節で学んだことを確認す

る。 

・「学びを生活や社会に広げよう」学習した内容を、生活や社会

と結びつけて考える。 

・「Before & After」この章で学んだことをもとに自分の考えを

記述し、話し合う。 

158 

知  

凸レンズを通る光の道筋を作図

することで、物体と凸レンズの

距離による像の大きさや向きの

関係を理解している。 

［記述分析］ 

凸レンズにおける物体の位置

と像の位置や大きさとの関係

について正しく理解し、作図

によって適切に説明してい

る。 

自分の作図とほかの生徒の作図

を比較し、相違点を見いだすよ

う助言・指導する。 

態 〇 

凸レンズによるさまざまな現象

を観察する過程で、光の進み方

に着目し、課題の解決に向け

て、対話を通して、自らの学習

を調整しようとしている。 

［記述分析］ 

光の進み方に着目し、具体的

に課題を設定して、それを解

決しようと、ほかの生徒と協

力しながら、ねばり強くとり

組んでいる。 

凸レンズを通る光の進み方のふ

り返りを行うなどの支援をす

る。 
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【単元 3】第 2章 音の世界 （教科書 p.159～166） 

章の目標 

章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 
主体的に学習に取り組む態度

（態） 

・音についての観察、実験を通して、音は物体が振動することによって生じ、空気中などを伝わる

ことや、音の高さや大きさは発音体の振動に関係することを理解するとともに、それらの観察、

実験などに関する技能を身につける。（知識・技能） 

・音について問題を見いだし、見通しをもって観察、実験などを行い、音の性質の規則性や関係性

を見いだして表現する。（思考・判断・表現） 

・音に関する事物・現象に進んでかかわり、科学的に探究しようとする態度を養うとともに、自然

を総合的に見ることができるようにする。（主体的に学習に取り組む態度） 

音に関する事物・現象を日常生

活や社会と関連づけながら、音

の性質についての基本的な概念

や原理・法則などを理解してい

るとともに、科学的に探究する

ために必要な観察、実験などに

関する基本操作や記録などの基

本的な技能を身につけている。 

音について、問題を見いだし

見通しをもって観察、実験な

どを行い、音の性質の規則性

や関係性を見いだして表現し

ているなど、科学的に探究し

ている。 

音に関する事物・現象に進んで

かかわり、見通しをもったりふ

り返ったりするなど、科学的に

探究しようとしている。 

 

重点…重点的に生徒の学習状況を見取る観点 

記録…記録に残す評価 

時
数 

主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 
努力を要する生徒への 

指導の手立て 

1 

・「Before & After」これまでに学んだことや生活経験をもとに

自分の考えを記述し、話し合う。 

 第 1 節 音の伝わり方 

・「導入」ギターやおんさなどで音が出ている物体の観察を行っ

たり、p.160図 1、2のバイオリンやたいこが音を出している写

真を観察したりすることで、音を出している物体の共通点を捉

え、その特徴を自分の言葉で表現する。 

・「？課題」振動している物体から出ている音は、どのように伝

わるだろうか。 

・「調べて考察しよう」たいこをたたいたときのろうそくの炎の

ようす（p.160 図 3）から、音がどのように伝わるのか考え、

話し合う。 

159～160 思  

身のまわりの物体を使って音が

出ている物体のようすを調べる

なかで気づいたことや疑問点を

出し合い、音が聞こえるという

現象について問題を見いだし、

表現している。 

［発言分析・行動観察］ 

身のまわりの音が出ている物

体について調べ、音が出てい

るときの物体のようすから、

共通点や相違点をもとに、音

は物体の振動によって生じる

ことを見いだして、適切に表

現している。 

音が出ているときの物体のよう

すを調べる活動において、ほか

の生徒の気づいたことや疑問点

の発表を聞いたうえで、再度活

動を行わせることで、音は物体

の振動によって生じることを見

いだせるよう助言・指導する。 

2 

・おんさによる音の伝わり方の実験（p.161 図 4）について、結

果の予想をたてた上で検証を行い、音の伝わり方について考え

る。 

・空気以外にも音を伝えることができることを、生活経験から推

測し説明し合う。 

・真空鈴の実験結果から、音を伝えるものがなければ音が伝わら

ないことを見いだし、理解する。 

・光と音の伝わる速さのちがいについて特徴を見いだす。 

・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 

161 思  

音の伝わる経路について、おん

さを正しく使いながら調べ、得

られた結果から音の伝わり方を

考察し、より妥当な考えをつく

り出して表現している。 

［発言分析・行動観察］ 

音を伝えている物体に気づく

ことができ、空気であったり

糸電話の糸であったり、何ら

かの物体がないと音は伝わら

ないことを適切に表現してい

る。 

糸電話の糸が切れると声が聞こ

えなくなる現象と、真空鐘の中

の空気が少なくなると音が聞こ

えづらくなる現象を比較して考

えるよう助言・指導する。 
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時
数 

主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 
努力を要する生徒への 

指導の手立て 

3 

 第 2 節 音の大きさや高さ 

・「レッツ スタート！」形はよく似ているが大きさの異なる楽

器の音について、どのようなちがいがあるか予想する。 

・「？課題」音の大きさや高さと音源の振動には、どのような関

係があるだろうか。 

【実験 4】 弦の振動による音の大きさと高さ 

・簡易オシロスコープの使い方を確認する。 

・実験 4 を行い、音の大きさや高さと物体の振動との関係を調べ

る。 

162～163 知 〇 

弦をはじく強さや弦の長さ、張

りと音の大きさ、高さの関係に

ついて、簡易オシロスコープを

正しく扱いながら調べ、得られ

た結果を記録している。 

［記述分析・行動観察］ 

モノコードやギターの弦をは

じく強さや弦の長さ、弦の張

りの強さを変えるなど、条件

制御しながら実験を行ってい

る。また、実験結果のちがい

をそれらの条件と関係づけて

適切に記録している。 

弦をはじく強さや弦の長さ、弦

の張りの条件について、整理の

しかたを説明する。その際、変

える要素と変えない要素に注目

して考えるよう助言・指導す

る。 

4 

・実験結果から、音の大きさと振幅、音の高さと振動数との関係

を見いだし、発表する。 

・p.164 図２エの「アより大きく、高い音」の波形を図中にかき

込み、グループごとに確認、発表を行う。 164～165 思 〇 

実験結果をもとに、音の大き

さ、高さと弦の振動のようすと

の関係について考察し、ある音

に対して適切なオシロスコープ

の波形を考え、表現している。 

［発言分析・記述分析］ 

簡易オシロスコープを使い、

大きい音と小さい音、高い音

と低い音のちがいを見いだ

し、共通点や相違点を波形を

用いて表現している。 

大きい音と小さい音のちがいに

ついて、たいこなどの膜のふれ

はばで考えるよう助言・指導す

る。また、高い音と低い音のち

がいについて、簡易オシロスコ

ープの波形を重ね合わせて比べ

て考えるよう助言・指導する。 

5 

・p.162 図１の弦楽器は、大きさを変えることで、どの部分に変

化をもたらしているか考え、話し合いを行う。 

・ピアノなど他の楽器では、音の高さを変えるためにどのような

工夫をしているか確認し、共通点を理解する。 

・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 

・「学んだことをチェックしよう」各節で学んだことを確認す

る。 

・「学びを生活や社会に広げよう」学習した内容を、生活や社会

と結びつけて考える。 

・「Before & After」この章で学んだことをもとに自分の考えを

記述し、話し合う。 

165～166 態 〇 

身のまわりの音に関わる事物・

現象に関心をもち、学習したこ

とをいかしたり、見通しをもっ

たりするなど、科学的に探究し

ようとしている。 

［記述分析・行動観察］ 

変声によって声が低くなるの

は、声帯の長さが長くなるこ

とによって起こることに着目

し、弦楽器の弦の長さと音の

高さとの関係と関連づけて表

現しようとしている。 

「まちなか科学」や「学びを生

活や社会に広げよう」をきっか

けに、超音波や動物との関係な

どインターネットを活用して調

べ学習を行うよう助言・指導を

する。 
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【単元 3】第 3章 力の世界 （教科書 p.167～181） 

章の目標 

章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 
主体的に学習に取り組む態度

（態） 

・物体に力をはたらかせる観察、実験を通して、物体に力がはたらくとその物体が変形したり動き

始めたり、運動のようすが変わったりすることを理解するとともに、力は大きさと向きによって

表されることを知る。また、物体にはたらく 2 力についての実験を行い、力がつり合うときの条

件を理解し、それらの観察、実験などに関する技能を身につける。（知識・技能） 

・力について問題を見いだし、見通しをもって観察、実験などを行い、力のはたらきの規則性や関

係性を見いだして表現する。（思考・判断・表現） 

・力のはたらきに関する事物・現象に進んでかかわり、科学的に探究しようとする態度を養うとと

もに、自然を総合的に見ることができるようにする。（主体的に学習に取り組む態度） 

力のはたらきに関する事物・現

象を日常生活や社会と関連づけ

ながら、力のはたらきについて

の基本的な概念や原理・法則な

どを理解しているとともに、科

学的に探究するために必要な観

察、実験などに関する基本操作

や記録などの基本的な技能を身

につけている。 

力のはたらきについて、問題

を見いだし見通しをもって観

察、実験などを行い、力のは

たらきの規則性や関係性を見

いだして表現しているなど、

科学的に探究している。 

力のはたらきに関する事物・現

象に進んでかかわり、見通しを

もったりふり返ったりするな

ど、科学的に探究しようとして

いる。 

 

重点…重点的に生徒の学習状況を見取る観点 

記録…記録に残す評価 

時
数 

主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 
努力を要する生徒への 

指導の手立て 

1 

・「Before & After」これまでに学んだことや生活経験をもとに

自分の考えを記述し、話し合う。 

 第 1 節 日常生活のなかの力 

・「レッツ スタート！」身のまわりで力がはたらいていると考

えられる場面をさがす。 

・「？課題」力は、どのようなはたらきをするだろうか。 

・p.168 図 2 や p.169 図 4～図 5 を通じて、力のはたらきを考え

る。 

・力のはたらきについて説明を聞き、確認する。 

167～169 思  

力がはたらいている物体の状態

を調べる活動を行うなかで気づ

いたことや疑問に思ったことか

ら共通点や相違点をもとに、力

がはたらいているという現象に

ついて問題を見いだし、表現し

ている。 

［発言分析・行動観察］ 

身のまわりで力がはたらいて

いる物体について調べ、力が

はたらいている物体の状態か

ら、力のはたらきについて適

切に表現している。 

身のまわりで力がはたらいてい

る物体について調べる活動を行

ったときの、ほかの生徒の気づ

いたことや疑問点の発表を聞い

たうえで、再度活動を行わせる

ことで、自分が調べたいことを

見つけることができるように助

言・指導する。 

2 

・p.168「レッツ スタート！」にある力の例などをとり上げつ

つ、力の種類について説明を聞く。 

・p.170～p.171を通じて、垂直抗力、摩擦力、弾性力、重力、磁

石の力、電気の力などについて説明を聞き、確認する。 

・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

170～171 態  

身のまわりの物体にはたらく力

について事例をあげるととも

に、その力のはたらきから、力

の種類の分類について考えよう

としている。また、物体どうし

がふれ合ってはたらく力と、は

なれた物体にはたらく力につい

て理解しようとしている。 

［発言分析・行動観察］ 

身のまわりの物体にはたらく

力の事例をもとに、垂直抗力

や磁石の力など具体的な例を

とり上げながら、力の種類の

分類について、ねばり強く考

えようとしている。 

いすや黒板の磁石など、具体的

な事例をあげ、考えるきっかけ

づくりを行うなどの支援をす

る。また、物体どうしがふれ合

っているかはなれているかを考

えるきっかけを与える。 
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時
数 

主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 
努力を要する生徒への 

指導の手立て 

3 

 第 2 節 力のはかり方 

・「導入」図 1 を見て、手に加わる力はどちらの方が大きいか考

える。 

・力の単位であるニュートンについて説明を聞く。 

・「？課題」ばねを引く力とばねののびには、どのような関係が

あるだろうか。 

・「？に対する自分の考えは？」おもりの数が増えるとばねのの

びはどうなるか自分の考えをまとめる。 

172 思 〇 

ばねばかりのしくみについて観

察を行い、ばねばかりの目盛り

が一定間隔になっていることな

どに着目して問題を見いだし、

課題を設定している。 

［記述分析］ 

ばねばかりの観察から、ばね

にはたらく力とばねののびの

関係について問題を見いだ

し、課題を設定し、調べ方を

考えて表現している。 

ばねばかりにおもりを 1 つずつ

つるしていくと、ばねばかりに

どのような変化が起こるか発問

するなどして支援をする。 

4 

【実験 5】 力の大きさとばねののびの関係 

・実験 5 を行い、ばねにおもりをつるしてのばし、ばねののびと

力の大きさとの関係を調べる。 173 思 〇 

力の大きさとばねののびについ

て調べる実験を行い、表やグラ

フにまとめて、自分の考えを表

現している。 

［記述分析・行動観察］ 

実験結果から、力の大きさと

ばねののびの変化に規則性が

あることを見いだして、適切

に表現している。 

ばねののびとばねの長さのちが

いに着目するよう、声かけを行

うなどして支援をする。 

5 

・「基礎操作」グラフのかき方を確認する。 

・「考察しよう」ばねばかりにかかる力の大きさと、ばねののび

の関係について、グラフを分析して解釈し、発表する。 

・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

174～175 知 〇 

実験の測定値をグラフに表して

いる。また、フックの法則につ

いて理解している。 

［記述分析・行動観察］ 

実験の測定値をグラフに正し

く表している。また、フック

の法則について適切に説明し

ている。 

自分のグラフと、ほかの生徒の

グラフを比較し、共通点や相違

点を見いだすよう指導・助言を

行う。 

6 

 第 3 節 力の表し方 

・「レッツ スタート！」毎回同じようにばねをのばすための条

件について考える。 

・重力と質量について、p.176図 1を参考に、説明を聞く。 

・「？課題」物体にはたらく力は、どのように表すことができる

だろうか。 

・「ここがポイント」力を矢印で表現する方法についての説明を

聞き、確認する。 

・p.177 図 3 を参考に、重力を矢印で表す方法について説明を聞

き、「例題」の図にはたらく力を矢印で表す。 

・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 

176～177 知 〇 

物体にはたらく力について、作

用点、力の向き、力の大きさを

理解し、力の矢印を用いて図示

している。 

［記述分析］ 

身のまわりにある力の例をも

とに、さまざまな物体にはた

らく力について、力の矢印を

用いて正しく図示し、適切に

説明している。 

自分の作図と、ほかの生徒の作

図を作用点の位置、矢印の向

き、矢印の長さの 3 点から比較

するよう指導・助言を行う。 

7 

 第 4 節 力のつり合い 

・「レッツ スタート！」p.178図 1の写真を見ながら、それぞれ

にはたらく力について考える。 

・「？課題」2 つの力が 1 つの物体にはたらいているのに物体が

動かないとき、2つの力にはどのような関係があるだろうか。 

【実験 6】 1 つの物体にはたらく 2 つの力 

・実験 6 を行い、力がつり合っているときの物体の状態や 2 つの

力の関係について調べる。 

178～179 態  

身のまわりで、物体に 2 つ以上

の力がはたらいているのに、動

かない事例を考えようとしてい

る。 

［発言分析・行動観察］ 

身のまわりで、物体に2つ以上

の力がはたらいているのに、

動かない事例を考え、発言し

ようとねばり強くとり組んで

いる。 

ボールやばねなど、加わる力の

状態が確認しやすい物体を用い

て、力のつり合うようすを提示

するなど支援する。 
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時
数 

主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 
努力を要する生徒への 

指導の手立て 

8 

・実験結果や p.180 図 1、図 2 を参考に、力のつり合いの条件に

ついての説明を聞く。 

・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

・「学んだことをチェックしよう」各節で学んだことを確認す

る。 

・「学びを生活や社会に広げよう」学習した内容を、生活や社会

と結びつけて考える。 

・「Before & After」この章で学んだことをもとに自分の考えを

記述し、話し合う。 

180～181 知 〇 

つり合いの状態にある物体を観

察し、つり合う 2 力について図

示している。 

［記述分析］ 

1つの物体にはたらく 2力のつ

り合いの条件を理解し、正し

く図示して適切に説明してい

る。 

力の 3 要素についてふり返りを

行い、つり合う 2 力について、

力のはたらきの説明を聞くとと

もに作図を行うことで、作用点

の位置などを明確にしていくな

ど支援する。 

学習内容の整理／確かめ問題／活用問題 1時間 

予備 （2）時間 

時間数 24時間（26）時間 
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【単元 4】プロローグ 大地の歴史の手がかりをさがしてみよう （教科書 p.190～191） 

章の目標 

章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 
主体的に学習に取り組む態度

（態） 

・大地のなり立ちと変化を地表に見られるさまざまな事物・現象と関連づけながら、身近な地形や

地層、岩石の観察についての基本的な概念や原理・法則などを理解するとともに、それらの観

察・実験の技能を身につける。（知識・技能） 

・身近な地形や地層、岩石の観察について、問題を見いだし見通しをもって観察、実験などを行

い、地層の重なり方や広がり方の規則性などを見いだして表現する。（思考・判断・表現） 

・身近な地形や地層、岩石の観察に関する事物・現象に進んでかかわり、科学的に探究しようとす

る態度と、自然環境の保全に寄与する態度を養うとともに、自然を総合的に見ることができるよ

うにする。（主体的に学習に取り組む態度） 

大地のなり立ちと変化を地表に

見られるさまざまな事物・現象

と関連づけながら、身近な地形

や地層、岩石の観察についての

基本的な概念や原理・法則など

を理解しているとともに、科学

的に探究するために必要な観

察、実験などに関する基本操作

や記録などの基本的な技能を身

につけている。 

身近な地形や地層、岩石の観

察について、問題を見いだし

見通しをもって観察、実験な

どを行い、地層の重なり方や

広がり方の規則性などを見い

だして表現しているなど、科

学的に探究している。 

身近な地形や地層、岩石の観察

に関する事物・現象に進んでか

かわり、見通しをもったりふり

返ったりするなど、科学的に探

究しようとしている。 

 

重点…重点的に生徒の学習状況を見取る観点 

記録…記録に残す評価 

時
数 

主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 
努力を要する生徒への 

指導の手立て 

1 

・「調べようの①」p.190～191 の鳥瞰図から、チェックボック

スで示されている、大地の歴史を知ることができる手がかりを

さがす。 

・見つけた手がかりを参考に、身近な環境にある地形、地層、岩

石などについて、知っていることをあげ、どのような大地の歴

史が読みとれそうなのかを話し合う。 

190～191 態  

鳥瞰図から、チェックボックス

で示されている、大地の歴史を

知ることができる手がかりをさ

がそうとしている。また、見つ

けた手がかりから、どのような

大地の歴史が読みとれるのか

を、小学校での既習事項などを

もとに考えようとしている。 

［発言分析・行動観察］ 

チェックボックスで示された

もの以外にも、大地の歴史を

知ることができる手がかり

を、さがそうとしている。ま

た、生徒の身近にある、地

形、地層、岩石などと関連づ

け、大地の歴史を考えようと

している。 

「調べようの①」で、知ってい

るものがあれば、それを優先的

にさがすよう助言する。また、

「調べよう」を参考に、身近に

似た地形などがないか思い出す

よう助言する。 

2 

・「調べようの②」「調べようの①」の活動をもとに、身近な地

形、岩石を観察し、その特徴を記録する。 

190～191 思  

学校から見える風景の中から、

河川、火山に由来する地形など

を見つけ、その成因を考えよう

としている。また、学校内や学

校のまわりで岩石をさがし、ル

ーペなどを使って観察し、その

特徴から岩石の成因などを見い

だそうとしている。 

［発言分析・行動観察］ 

学校から見える風景の中か

ら、河川、火山に由来する地

形など多様な特徴をもつ地形

があることに気づき、指摘

し、成因を考えている。ま

た、学校内や学校のまわりに

多様な岩石があることにも気

づき、観察から岩石の特徴を

見いだし、小学校の既習事項

をもとに成因などを考えてい

る。 

学校から見える風景の中から観

察対象の具体例を示し、見つけ

方を助言する。また、岩石を調

べる観点（粒の大きさ、色な

ど）を助言し、岩石の特徴を見

いだすよう助言する。 
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【単元 4】第 1章 火をふく大地 （教科書 p.193～206） 

章の目標 

章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 
主体的に学習に取り組む態度

（態） 

・大地のなり立ちと変化を地表に見られるさまざまな事物・現象と関連づけながら、火山活動と火

成岩、自然のめぐみと火山災害についての基本的な概念や原理・法則などを理解するとともに、

それらの観察・実験の技能を身につける。（知識・技能） 

・火山、自然のめぐみと火山災害について、問題を見いだし見通しをもって観察、実験などを行

い、地下のマグマの性質と火山の形との関係性、自然のめぐみや火山災害の火山活動のしくみと

の関係性などを見いだして表現する。（思考・判断・表現） 

・火山、自然のめぐみと火山災害に関する事物・現象に進んでかかわり、科学的に探究しようとす

る態度と、自然環境の保全に寄与する態度を養うとともに、自然を総合的に見ることができるよ

うにする。（主体的に学習に取り組む態度） 

大地のなり立ちと変化を地表に

見られるさまざまな事物・現象

と関連づけながら、火山活動と

火成岩、自然のめぐみと火山災

害についての基本的な概念や原

理・法則などを理解していると

ともに、科学的に探究するため

に必要な観察、実験などに関す

る基本操作や記録などの基本的

な技能を身につけている。 

火山、自然のめぐみと火山災

害について、問題を見いだし

見通しをもって観察、実験な

どを行い、地下のマグマの性

質と火山の形との関係性、自

然のめぐみや火山災害の火山

活動のしくみとの関係性など

を見いだして表現しているな

ど、科学的に探究している。 

火山、自然のめぐみと火山災害

に関する事物・現象に進んでか

かわり、見通しをもったりふり

返ったりするなど、科学的に探

究しようとしている。 

 

重点…重点的に生徒の学習状況を見取る観点 

記録…記録に残す評価 

時
数 

主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 
努力を要する生徒への 

指導の手立て 

1 

・「Before & After」これまでに学んだことや生活経験をもとに

自分の考えを記述し、話し合う。 

 第 1 節 火山の姿からわかること 

・「レッツ スタート！」火山の写真を見比べて、気づいたこと

を話し合う。 

・「？課題」マグマの性質のちがいは、火山の噴火のしかたや火

山の形とどのように関係しているだろうか。 

・「？に対する自分の考えは？」なぜ火山の噴火のしかたや火山

の形は異なるのか、自分の考えを記述し、話し合う。 

・図 3 の石こうを用いた演示実験で、火山の形がマグマのねばり

けのちがいによることを、図などにまとめる。 

・マグマのねばりけのちがいと、火山の噴火のしかたについて説

明を聞き、理解する。 

・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 

193～195 思 〇 

火山の形の共通点や差異点から

問題を見いだし、火山の形と、

モデル実験を関連づけて考察

し、マグマの粘性のちがいと火

山の形との関係性などを図など

に表現している。 

マグマの粘性のちがいと、火山

噴火のようすのちがいを関連づ

け、理解し説明している。 

［発言分析・記述分析］ 

火山の形の共通点や差異点か

ら問題を見いだしており、火

山の形のちがいが生じる理由

を、石こうのモデル実験と関

連づけて考察した結果から、

火山の形と色のちがいとマグ

マの粘性と色を関連づけ、そ

れらを図などに表現してい

る。 

マグマの粘性による、火山噴

火のようすのちがいを、火山

の形とも関連させて理解し、

指摘している。 

火山の形のちがいが生じる理由

が、マグマの粘性のちがいであ

ることを、石こうのモデル実験

における石こうとマグマの粘性

とを関連させることで説明でき

るように指導する。 

火山噴火のようすと、マグマの

粘性のちがいとの関連性を、見

いだすことができるように指導

する。 
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時
数 

主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 
努力を要する生徒への 

指導の手立て 

2 

 第 2 節 火山の噴火によってふき出される物 

・「導入」図 1 の噴火のようすから、火口から出ているけむりが

何からできているのか考えたことを話し合う。 

・火山灰は風によって広範囲に広がり、ほぼ同時に降り積もると

いうことを聞く。 

・「？課題」火山灰は、どのような物でできているだろうか。 

・「？に対する自分の考えは？」火山灰のもとであるマグマは、

何からできているか考え、そのことについて話し合う。 

【観察 1】 火山灰をつくる物 

・観察 1 を行い、火山灰をくわしく観察し、火山灰がどのような

物からできているか調べる。 

196～197 

知  

火山灰は上空の風によって遠く

まで運ばれることを理解し説明

している。 

［発言分析・記述分析］ 

火山灰はマグマがもとになっ

ていることを理解し、上空の

風によって遠くまで運ばれる

ことを指摘している。 

 

 

 

 

 

 

 

砂のような細かい粒は風によっ

て運ばれることについて理解を

促すように指導する。 

知 〇 

異なる火山灰をルーペや双眼実

体顕微鏡などを用いて観察し、

鉱物の粒の色や形に着目し、言

葉やスケッチで表現している。 

［行動観察・記録分析］ 

火山灰の観察を通して、火山

灰の粒がその色や形のちがい

からいくつかの種類に分類で

きることを指摘しており、異

なる火山灰どうしではふくま

れている鉱物の種類や割合が

異なっていることを指摘して

いる。 

火山灰の観察に関連して、ルー

ペや双眼実体顕微鏡の使い方、

スケッチでの表現の方法などを

指導し、火山灰が異なる種類の

鉱物からなっていることを理解

できるように指導する。 

3 

・前時の観察結果について、まとめる。 

・火山灰には鉱物がふくまれていて、鉱物は色や形の特徴から、

何種類かに分けることができるということの説明を聞き、理解

する。 

・火山噴出物について説明を聞き理解する。 

・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

198～199 

知  

主要な造岩鉱物を確認し、マグ

マの性質によってふくまれる鉱

物の種類や割合などが異なるこ

とを理解している。 

［発言分析・ペーパーテスト］ 

観察結果をまとめ、同じ鉱物

では色や形状など結晶の形が

共通していることをふまえ、

主要な造岩鉱物を特徴ととも

に理解し、火山灰によってふ

くまれる鉱物の種類や割合が

異なることを、色あい、マグ

マの粘性との関連などをあげ

て説明している。 

主要な造岩鉱物についての理解

が進むように、火山灰の観察に

おける特徴的な鉱物を例に、鉱

物の定義を確実に指導し、マグ

マの性質によってふくまれる鉱

物が異なっていることに気づか

せるように指導を行う。 

思  

火山灰は上空の風と関連しなが

ら広範囲に降る（降灰する）こ

とから問題を見いだし、火山灰

層を用いて地層を比較できるこ

とに気づき、その有用性を指摘

している。 

［発言分析・記述分析］ 

火山灰が広い範囲に降灰する

ことと、上空の風との関連性

があることに気づき、火山灰

の性質が火山（マグマ）ごと

に異なっていることから、は

なれた場所の2つの火山灰層が

同じ火山噴火が起源かどうか

を知る手がかりとなることに

気づき、地層対比に用いられ

ることを見いだしている。 

噴火の映像や資料から、火山灰

は上空高くふき上げられ、広い

範囲に降灰することを確認でき

るように指導を行い、広い範囲

に降灰することから、地層どう

しを比べることができる可能性

を指摘できるように指導する。 
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時
数 

主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 
努力を要する生徒への 

指導の手立て 

4 

 第 3 節 火山の活動と火成岩 

・「導入」マグマが、火山の中にとどまったまま冷えて固まる

と、どのようになるのか、考えたことを話し合う。 

・火成岩と深成岩のでき方について説明を聞き理解する。 

・「？課題」火成岩はどのような特徴をもっているのだろうか。 

【観察 2】 火成岩の観察 

・観察 2を行い、火成岩を観察し、ちがいや特徴を調べる。 

200～201 知 〇 

火成岩の色やつくりの共通点や

差異点から問題を見いだし、火

山岩と深成岩の結晶や組織のち

がい、深成岩の色のちがいにつ

いて観察を行い、言葉やスケッ

チで表現している。 

［行動観察・記録分析］ 

結晶や組織のちがいをスケッ

チや言葉などで適切に表現し

ており、冷え方のちがいと関

連づけてそのちがいが生じた

ことを推察できており、深成

岩のスケッチ等において有色

鉱物の割合に着目し、表現を

適切に行っている。また、こ

れらの結果を用い、火成岩を

分類する視点をもっている。 

火山岩と深成岩は、冷え方のち

がいにより結晶や組織にちがい

が生じることをもとに、火山岩

と深成岩の特徴を、観察を通し

てスケッチ等で表現できるよう

に指導する。また深成岩の色の

ちがいが、ふくまれている有色

鉱物の割合のちがいによって生

じていることを深成岩の観察を

通してスケッチ等で表現できる

ように指導する。 

5 

・火山岩、深成岩のつくりについて、特徴とそのでき方を関連づ

けてまとめる。 

・「おてがる科学」ハイポでの結晶づくりを行い、教科書 p.110

での結晶の学習内容と関連づける。 

・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 202～203 思  

火山岩と深成岩の組織のちが

い、深成岩の色のちがいから問

題を見いだし、観察結果をもと

に、火成岩が組織や造岩鉱物の

割合で分類の見当をつけること

ができること考察し、マグマの

粘性と関連づけて図や表を用い

て表現している。 

［発言分析・記述分析］ 

観察結果から、火山岩と深成

岩の成因と組織構造のちがい

について化学領域単元の「結

晶」の知識と関連づけて考察

しており、深成岩の色のちが

いが造岩鉱物の割合によって

生じることについて言及し、

表現している。 

マグマの性質と溶岩の色と造岩

鉱物を関連づけることができ、

火成岩の成因やふくまれている

鉱物の割合で分類の見当をつけ

ることができることを理解し、

図や表を用いて表現できるよう

に指導する。 

6 

 第 4 節 火山とともにくらす 

・「レッツ スタート！」私たちのくらしと火山には、どのよう

なかかわりがあるか考え、話し合う。 

・「？課題」火山は私たちの生活に、どのような影響をあたえて

いるのだろうか。 

・「話し合おう」火山と私たちの生活とのかかわりについて話し

合う。 

・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

・「学んだことをチェックしよう」各節で学んだことを確認す

る。 

・「Before & After」この章で学んだことをもとに自分の考えを

記述し、話し合う。 

204～206 態 〇 

火山のめぐみや噴火と災害につ

いて知っていることを話し合う

活動を通して学習過程をふり返

ろうとし、進んで過去の火山活

動について調べたり、火山災害

に対する備えについて調べたり

することを通して、防災・減災

意識を高めようとしている。 

［発言分析・行動観察］ 

火山のめぐみについて進んで

調べ、具体例をあげて述べる

ことができており、火山噴火

と災害について、過去の噴火

や現在の火山活動を進んで調

べるなかで、学習したマグマ

の性質と火山噴火のようすも

関連づけて考察しようとした

り、自治体のハザードマップ

を参照したりして、防災・減

災意識の向上につなげようと

している。 

自分が住む地域の過去の火山活

動やすでに行われている対策に

ついて調べてみるように問題意

識をもたせたり、火山噴火のニ

ュースに興味をもって調べてみ

たりするように指導する。 
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【単元 4】第 2章 動き続ける大地 （教科書 p.207～218） 

章の目標 

章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 
主体的に学習に取り組む態度

（態） 

・大地のなり立ちと変化を地表に見られるさまざまな事物・現象と関連づけながら、地震の伝わり

方と地球内部のはたらき、地震災害についての基本的な概念や原理・法則などを理解するととも

に、それらの観察・実験の技能を身につける。（知識・技能） 

・地震、地震災害について、問題を見いだし見通しをもって観察、実験などを行い、地震の原因と

地球内部のはたらきとの関係性、地震災害と地震発生のしくみとの関係性などを見いだして表現

する。（思考・判断・表現） 

・地震、地震災害に関する事物・現象に進んでかかわり、科学的に探究しようとする態度と、自然

環境の保全に寄与する態度を養うとともに、自然を総合的に見ることができるようにする。（主

体的に学習に取り組む態度） 

大地のなり立ちと変化を地表に

見られるさまざまな事物・現象

と関連づけながら、地震の伝わ

り方と地球内部のはたらき、地

震災害についての基本的な概念

や原理・法則などを理解してい

るとともに、科学的に探究する

ために必要な観察、実験などに

関する基本操作や記録などの基

本的な技能を身につけている。 

地震、地震災害について、問

題を見いだし見通しをもって

観察、実験などを行い、地震

の原因と地球内部のはたらき

との関係性、地震災害と地震

発生のしくみとの関係性など

を見いだして表現しているな

ど、科学的に探究している。 

地震、地震災害に関する事物・

現象に進んでかかわり、見通し

をもったりふり返ったりするな

ど、科学的に探究しようとして

いる。 

 

重点…重点的に生徒の学習状況を見取る観点 

記録…記録に残す評価 

時
数 

主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 
努力を要する生徒への 

指導の手立て 

1 

・「Before & After」これまでに学んだことや生活経験をもとに

自分の考えを記述し、話し合う。 

 第 1 節 地震のゆれの伝わり方 

・「レッツ スタート！」地震があったときの身のまわりのよう

すや、ゆれ方について、知っていることを考える。 

・「？課題」震源で発生したゆれは、どのようにして伝わるだろ

うか。 

【実習 1】 地震のゆれの伝わり方 

・実習 1を行い、地震のゆれの伝わり方の特徴を調べる。 

207～209 思  

地震に関する基礎用語を理解し

ているとともに、地震によるゆ

れの大きさについて、自身の地

震体験、過去に起こった代表的

な地震の被害のようすと比べな

がら震度階級表について理解し

ている。実習 1 を行い、震央と

時間の差の記入と震度の色分け

ができている。 

［発言分析・行動観察］ 

震源と震央のちがいや実習1な

どから、地下の岩盤を地震の

ゆれが伝わることを理解して

いる。また、過去に起こった

代表的な地震災害の写真や映

像などを見て、その震度と比

べながら、震度階級表の見方

を理解している。実習1のステ

ップ 1、2 を適切に行い、震央

と時間の差の記入と震度の色

分けができている。 

地震のゆれは地下の岩盤でも水

面の波のように伝わることを説

明したうえで、実際に体験した

地震のゆれ方を想起させ、地震

災害写真の震度と震度階級表の

関係を助言・指導する。 

実習 1 の記述状況を確認したう

えで、ステップ 1 の②のゆれ始

めの時刻の同心円をかく際の案

分の考え方ができるように助

言・指導する。 

2 

・「考察しよう」ゆれ始めの時刻と震央からの距離との関係、震

度と震央からの距離との関係について、考える。 

・図１の地震計のしくみについてふれ、その記録から地震のゆれ

には初期微動と主要動の 2種類があることを説明する。 

・地震の波について、初期微動を伝える P 波と主要動を伝える S

波の 2種類があることを説明する。 

・図 3 を用いて、初期微動継続時間が長くなると震源からの距離

は大きくなる関係にあることを確認する。 

・地震の規模について、説明する。 

・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 

210～211 思 〇 

実習 1 の結果から、地震のゆれ

の伝わり方の特徴について、ゆ

れ始めの時刻と震央からの距離

との関係性、および震度と震央

からの距離との関係性を見いだ

して表現している。また、マグ

ニチュードと震度の分布の関係

性について見いだして表現して

いる。 

［記述分析・発言分析］ 

実習1の結果から、震央からは

なれるにつれて、同心円状に

ゆれ始めの時刻が遅くなり、

震度が小さくなることを見い

だして表現している。複数の

地震計の記録から、初期微動

継続時間が長くなると震源か

らの距離が大きくなる関係で

あることを見いだしている。

また、図4から、マグニチュー

ドの大きい地震ほど強いゆれ

が遠くまで広がることを見い

だし表現している。 

図 3 の大阪、彦根、福井での P

波と S 波の到着時刻をプロット

させたうえで、初期微動継続時

間と震源からの距離の関係につ

いて助言・指導する。 

図 4 の 2 つの地震のマグニチュ

ードの値とゆれの広がり方の関

係性について助言・指導する。 
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時
数 

主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 
努力を要する生徒への 

指導の手立て 

3 

 第 2 節 地震が起こるところ 

・「導入」図 1 を見比べて、震央の分布にはどのような特徴があ

るかを、話し合う。 

・「？課題」地震は、どのようなところでどのようにして起こる

だろうか。 

・プレートと震源について、説明する。 

・「おてがる科学」こんにゃくで地震を感じる活動を行い、断層

のずれと地震のゆれの発生の関係について理解する。 

212～214 知 〇 

震央と世界のプレートの分布か

ら、プレート運動と地震の発生

の関係性について理解してい

る。 

［発言分析・ペーパーテスト］ 

プレートはたがいに少しずつ

動いており、プレートの境界

部分には常に力が加わり続け

ていることを理解している。

また、プレート境界で地震が

発生し、その原因は境界部分

の岩盤の破壊によるずれ（断

層）であることを理解してい

る。 

図 1 の震央が集中している箇所

と、図 2 のプレート境界の位置

をそれぞれ確認させたうえで、

プレートの境界部分には力が加

わり続けていることを助言し、

p.214図1の石けんを使った破壊

実験のようすや、おてがる科学

と関連づけるよう助言する。 

4 

・陸の浅いところで起こる地震について理解する。 

・海溝付近のプレートの境界で起こる地震について理解する。 

・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

214～215 知  

教科書 p.213 図 4 から、陸の浅

いところで起こる地震と、海溝

付近のプレートの境界で起こる

地震があることを理解してい

る。 

地表付近に見られる活断層は、

陸の浅いところで起こる地震で

あり、津波は海溝付近のプレー

トの境界で起こる地震で発生す

ることを理解している。 

［発言分析・ペーパーテスト］ 

地震は、陸の浅いところで起

こる地震と、海溝付近のプレ

ートの境界で起こる地震があ

ること、地表付近に見られる

活断層は、陸の浅いところで

起こる地震であり、津波はプ

レートの境界で起こる地震で

起こると理解している。 

図 1 の石けんを使った破壊実験

やおてがる科学の「こんにゃく

で地震を感じよう」を再度説明

したうえで、図 2 や図 3 の陸の

浅いところで起こる地震のしく

みと、図 4 の海溝付近のプレー

トの境界で起こる地震のちがい

について助言・指導する。 

5 

 第 3 節 地震に備えるために 

・「レッツ スタート！」地震によって何が起きたのか、写真を

見て話し合う。 

・「？課題」地震によって生じた現象と被害には、どのような関

係があるだろうか。 

・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

・「学んだことをチェックしよう」各節で学んだことを確認す

る。 

・「学びを生活や社会に広げよう」学習した内容を、生活や社会

と結びつけて考える。 

・「Before & After」この章で学んだことをもとに自分の考えを

記述し、話し合う。 

216～218 態 〇 

土砂くずれ、建物倒壊、津波な

どの地震災害に対する備えの重

要性を理解しているとともに、

進んで過去の地震について調べ

たり、災害に対する備えについ

て調べたりすることを通して、

防災意識を高めようとしてい

る。 

［発言分析・記述分析］ 

建物の倒壊、土砂くずれ、液

状化現象、津波などの地震災

害が起こることを理解し、地

震と災害について、過去の地

震について調べるなかで、学

習した地震のメカニズムに関

連づけて考察しようとした

り、自治体のハザードマップ

を参照したりして、防災意識

の向上につなげようとしてい

る。 

津波が発生した場合の垂直避難

の重要性、テレビ等の緊急地震

速報の有効性について説明した

うえで、地震が起こった際に想

定される災害と、それに対応す

る行動について再度考えさせて

から助言・指導する。 
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【単元 4】第 3章 地層から読みとる大地の変化 （教科書 p.219～235） 

章の目標 

章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 
主体的に学習に取り組む態度

（態） 

・大地のなり立ちと変化を地表に見られるさまざまな事物・現象と関連づけながら、地層の重なり

と過去のようすについて基本的な概念や原理・法則などを理解するとともに、それらの観察・実

験の技能を身につける。（知識・技能） 

・地層の重なりと過去のようすについて、問題を見いだし見通しをもって観察、実験などを行い、

地層の重なり方や広がり方の規則性などを見いだして表現する。（思考・判断・表現） 

・地層の重なりと過去のようすに関する事物・現象に進んでかかわり、科学的に探究しようとする

態度と、自然環境の保全に寄与する態度を養うとともに、自然を総合的に見ることができるよう

にする。（主体的に学習に取り組む態度） 

大地のなり立ちと変化を地表に

見られるさまざまな事物・現象

と関連づけながら、地層の重な

りと過去のようすについて基本

的な概念や原理・法則などを理

解しているとともに、科学的に

探究するために必要な観察、実

験などに関する基本操作や記録

などの基本的な技能を身につけ

ている。 

地層の重なりと過去のようす

について、問題を見いだし見

通しをもって観察、実験など

を行い、地層の重なり方や広

がり方の規則性などを見いだ

して表現しているなど、科学

的に探究している。 

地層の重なりと過去のようすに

関する事物・現象に進んでかか

わり、見通しをもったりふり返

ったりするなど、科学的に探究

しようとしている。 

 

重点…重点的に生徒の学習状況を見取る観点 

記録…記録に残す評価 

時
数 

主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 
努力を要する生徒への 

指導の手立て 

1 

・「Before & After」これまでに学んだことや生活経験をもとに

自分の考えを記述し、話し合う。 

 第 1 節 地層のなり立ち 

・「レッツ スタート！」どのようにして地層ができたのかを、

p.220〜221の図 1、図 2や小学校の既習事項などから予想し、

話し合う。 

・「？課題」れき、砂、泥は、どのようにして、地層をつくるの

だろうか。 

・「調べよう」地層のでき方についての実験を行う。 

・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 

219～221 思  

「調べよう」の結果から、水中

の粒子は、粒の大きさにより水

中でしずむ速さが異なることに

気づき、それにより、海岸から

沖にかけて粒の大きさが異なる

層がつくられることを見いだ

し、表現している。 

［発言分析・記述分析］ 

「調べよう」の結果から、侵

食、運搬された粒子は、粒の

大きさにより水中でしずむ速

さが異なることに気づき、そ

の結果や既習事項から海岸か

ら沖にかけて粒の大きさが異

なる層がつくられることを、

根拠をもって見いだし、表現

している。 

れきの地層、砂の地層、泥の地

層はれき、砂、泥に分けられ、

堆積してできたものであると助

言し、このことと「調べよう」

A、B の結果と関連づけるよう

促す。 

2 

 第 2 節 堆積岩 

・「導入」図 1 の岩石の写真を見て、岩石はどのようにしてでき

たのかを話し合う。 

・「？課題」それぞれの堆積岩にはどのような特徴があるだろう

か。 

・【観察 3】堆積岩のつくり 

・観察 3 を行い、堆積岩の特徴（粒子の大きさのちがいなど）を

まとめる。 

222～224 思 〇 

観察から、堆積岩（れき岩、砂

岩、泥岩）の粒子の大きさのち

がいを見いだしており、石灰岩

とチャートに希塩酸をかけたと

きのようすのちがいに気づいて

いる。 

［発言分析・行動観察］ 

堆積岩（れき岩、砂岩、泥

岩）は粒子の大きさがそれぞ

れ異なり、同じような大きさ

の粒子が集まっていること

を、火成岩のようすのちがい

にも着目しながら説明でき、

石灰岩とチャートに希塩酸を

かけると、石灰岩のみから泡

が出ることに気づき、その成

分について既習事項をもとに

推測している。 

堆積岩を並べて見比べやすく

し、それぞれの相違点を見いだ

すように助言する（比較しやす

くする）。 
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時
数 

主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 
努力を要する生徒への 

指導の手立て 

3 

・「説明しよう」本文のチャートの説明（チャートができる場

所）をもとに、チャートの堆積した環境を推定し、説明する。 

・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 
224～225 知  

チャートに砂や泥がほとんどふ

くまれない理由を、チャートが

できる場所と関連づけて理解し

ている。 

［発言分析・ペーパーテスト］ 

チャートに砂や泥がほとんど

ふくまれない理由を、チャー

トができる場所や、小さな生

物の殻が堆積してできた岩石

であることと関連づけて理解

している。 

チャートの成因とつくられる場

所について確認し、砂や泥が陸

から供給される粒子は大洋まで

は届きにくいことを助言する。 

4 

 第 3 節 地層や化石からわかること 

・「レッツ スタート！」図 1 の地層で、サメの歯の化石が見つ

かっていることから、わかることを考え、話し合う。 

・「？課題」地層や化石から、どのようなことがわかるだろう

か。 

・「？に対する自分の考えは？」地層や化石から、地層が堆積し

た当時のようすを考えて、話し合う。 

・「データから読みとろう」各ステップの観点を参考に、地層の

重なりや化石から読みとれることは何か考え、話し合う。 

・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

226～229 

知 〇 

化石からわかることについて、

示相化石と示準化石のちがいを

理解している。 

［発言分析・ペーパーテスト］ 

化石からわかることについ

て、示相化石と示準化石の考

え方とそれぞれのちがいを理

解し、それぞれに分類される

主な化石を理解している。 

似た形の生物は、時代に関係な

く同様の生活様式をもっている

可能性があるという考え方を助

言する。 

思  

地層と化石のでき方を理解し、

地域の地層にふくまれる化石か

ら地層が堆積した当時の環境

（古環境）の推定を試みること

ができる。 

［記述分析］ 

地域の地層について、それを

つくる粒子の大きさと地層が

堆積した場所（環境）の関

係、地層にふくまれる化石な

どを関連づけて、地層が堆積

した当時の環境（古環境）の

推定を試みることができる。 

図 1、図 2、図 3のいくつかの化

石について、化石から当時のよ

うすを推定する例を示し、ほか

の化石について考えるよう助

言・指導する。 

5 

 第 4 節 大地の変動 

・「レッツ スタート！」ヒマラヤ山脈で、海に生息していた生

物の化石が見つかるのはなぜか、理由を考える。 

・「？課題」海底でできた地層が見られる山脈や山地は、どのよ

うにしてつくられたのだろうか。 

・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

230～231 思 〇 

海底でできた地層が山脈や山地

になるために、しゅう曲や断層

をつくるような力が加わり続

け、隆起したことを見いだし表

現している。 

［記述分析］ 

海底でできた地層が山脈や山

地になるために、長い時間、

しゅう曲や断層をつくるよう

な力が加わり続け、隆起した

ことをプレート運動による力

と関連づけながら見いだし表

現している。 

地層におす力が加わると変形し

たり、土地が隆起したりするこ

とを助言する。 

6 

 第 5 節 身近な大地の歴史 

・「レッツ スタート！」図 1 の地層から、大地の歴史を読みと

るには、どのようなことを観察すればよいのかを考え、話し合

う。 

・「？課題」地層から大地の歴史を読みとるには、どのようなこ

とを調べてまとめればよいだろうか。 

【観察 4】 身近な地層で読みとる大地の歴史（計画立案） 

・観察 4 の計画立案を行い、地域の大地の歴史について推測す

る。 

232～233 思  

これまでの学習から、露頭の観

察を行うための方法を考え、露

頭の観察の計画を立案してい

る。 

［発言分析・記述分析］ 

これまでの学習から、地層を

観察することで、どのような

ことがわかるかを確認し、露

頭の観察を行うための方法や

まとめ方を考え、観察の計画

を立案している。 

地層を観察することでわかる、

堆積したときの環境について、

もう一度ふり返るよう助言・指

導する。 
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時
数 

主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 
努力を要する生徒への 

指導の手立て 

7 

【観察 4】 身近な地層で読みとる大地の歴史（実施） 

・ステップ 1を行い、地層のようすをスケッチする。 

・ステップ 2を行い、地層の特徴を調べる。 

233 態 〇 

露頭の全体像をはあくし、そこ

から得られる情報（各層の特徴

など）を観察にもとづいてスケ

ッチで記録し、露頭の観察記録

から柱状図をねばり強く作成し

ようとしている。 

［発言分析・行動観察・記述分析］ 

露頭の全体像をはあくし、そ

こから得られる情報を正確に

スケッチで記録し、各層の特

徴を観察にもとづいて記録し

ており、これまでの学習をい

かし、地層をつくる粒子の大

きさなどに注意しながら柱状

図をねばり強く作成しようと

している。 

露頭の観察の観点を助言・指導

し、一部の層を具体例にして、

柱状図の作成のしかたについて

指導する。 

8 

【観察 4】 身近な地層で読みとる大地の歴史（実施） 

・ステップ 3を行い、大地の過去のようすを考える。 

・「考察しよう」にとり組む。 

233〜234 思 〇 

露頭の観察記録をもとに、各層

のでき方（堆積環境）を推定で

きる。また、各層の地層のでき

方を、地層ができた順に並べ、

その地域の環境の変化について

考えている。 

［発言分析・記述分析］ 

これまでの学習と露頭の観察

記録をもとに、各層のでき方

（堆積環境）を推定でき、地

層に化石がふくまれている場

合、その化石からわかること

についても考えている。ま

た、各層の地層のでき方を、

地層ができた順に並べ、その

地域の環境の変化を推定し表

現している。 

1 つの層を例に、地層を作るも

の（粒子の大きさ）と地層ので

き方（古環境）が関連付けられ

ていることを示す。異なる層の

重なりは環境の変化を示してい

ることを示し、助言する。 

9 

・「データを読みとろう」にとり組む。 

・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

・「学んだことをチェックしよう」各節で学んだことを確認す

る。 

・「学びを生活や社会に広げよう」学習した内容を、生活や社会

と結びつけて考える。 

・「Before & After」この章で学んだことをもとに自分の考えを

記述し、話し合う。 

234～235 思 〇 

はなれた地点の露頭で見られる

地層の図から、地層の重なり方

を読みとり、既習事項と関連さ

せながら、地層が堆積した環境

の変化について考えている。 

［発言分析・記述分析］ 

はなれた地点の露頭で見られ

る地層の図から、地層の重な

り方を読みとり、既習事項と

関連させながら、地下の地層

の広がり方や堆積したときの

環境について推定し表現して

いる。 

図 2 の地層は水平で、それぞれ

の地層が見られる場所の標高が

異なっていることを示し、助言

する。これらの地層が連続して

広がっていることを確認し、地

層をつくる堆積物の粒子の大き

さや地層の重なり方に着目する

よう指導する。 

学習内容の整理／確かめ問題／活用問題 1時間 

予備 （3）時間 

時間数 23時間（26）時間 

 


